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地
域
が
保
有
し
て
い
る
多
様
な

文
化
遺
産
を
失
わ
れ
る
前
に
発

見
・
保
護
し
、
そ
の
意
義
を
学
問

的
に
評
価
し
、
得
ら
れ
た
成
果
を

広
く
共
有
す
る
。
そ
し
て
地
域
が

長
い
時
間
を
か
け
て
培
っ
て
き
た

文
化
の
重
要
性
を
再
発
見
す
る
機

会
や
交
流
の
場
所
を
提
供
す
る
事

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
と
し
て
機
能
し
て

い
く
環
境
を
整
え
る
。

ニ
ワ
里
ね
っ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
「
文
化
遺

産
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
遺
産
の
み
え
る

ま
ち
づ
く
り

活 動 記 録 H25

NPO 法人　ニワ里ねっと
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事業の名称「 犬山市文化遺産活用活性化事業」

犬山街プロジェクトとは。

犬山市域に伝わる数多くの複合的かつ個性的な文化遺産を，地域

に根ざした個性溢れる文化資源として，光り輝く地域の宝として

位置づけるため，その地の風景を基軸にして時空間的に結び付け

る仕掛けを作る。

これらをあたらに位置づけ、「見える化」した文化遺産を基に，こ

の地にオンリーワンの新しい広域的な文化観光エリアを創出し，

文化遺産を活用した地域活性化の新モデル事業を創造する。

(本事業は平成 24年度より犬山市と協働で行っているプロジェクトです。)

■ 

犬
山
市
内
悉
皆
調
査

犬
山
市
域
7
地
区
（
栗
栖
・
犬
山
東
・

犬
山
西
・
城
東
・
今
井
池
野
・
羽
黒
・
楽

田
）
に
点
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
遺
産

を
、
ニ
ワ
里
ね
っ
と
会
員
の
調
査
員
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
調
査
・
記
録
を
行
い
ま

し
た
。

昨
年
度
の
3
0
0
件
の
文
化
遺
産
に

つ
づ
き
、
今
年
度
は
お
祭
り
や
物
語
な
ど

も
含
め
、
2
0
0
件
の
文
化
遺
産
を
対

象
と
し
ま
し
た
。

調
査
す
る
過
程
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
人
と
の
出
会
い
か

ら
新
た
な
文
化
遺
産
と
出
会
う
、
そ
ん
な

場
面
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
入
鹿
池
周
辺
の
悉
皆
調
査
で
は

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
規
古

墳
が
発
見
さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
悉
皆
調
査
の
成
果

を
活
か
し
て
、
犬
山
の
文
化
遺
産
の
魅
力

を
発
信
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 右　犬山市今井附近の風景

左　内田のまきわら船

犬山街プロジェクト

入鹿池周辺の悉皆調査
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■ 
「
犬
山
城
下
町
文
化
学
」
n
o
.
0
2

    
― 
色
へ
ん
げ
、
伝
統
の
本
絵
具
で
絵
付
体
験 

―

と
き
：
平
成
2
5
年
1
1
月
2
4
日

　

と
こ
ろ
：
岩
田
洗
心
館

参
加
者
：
２
５
名

犬
山
焼
に
つ
い
て
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
約
2
0
0
年
の
伝
統
を
持
つ
犬
山

焼
本
窯
元
、
7
代
目
尾
関
作
十
朗
の
尾

関
立
志
さ
ん
か
ら
犬
山
焼
の
絵
師
た
ち
に

つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、

伝
統
の
本
絵
具
を
使
っ
た
犬
山
焼
の
絵
付

を
体
験
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
出
の
品
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

木
曽
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
善
師
野
宿
か
ら
土
田
宿
へ
～

と
き
：
平
成
2
5
年
1
2
月
2
2
日

参
加
者
：
３
４
名

旧
街
道
の
趣
残
る
木
曽
街
道
善
師
野
宿

や
、
熊
野
神
社
古
墳
群
な
ど
、
善
師
野
・

塔
野
地
周
辺
の
文
化
遺
産
を
巡
り
ま
し

た
。
散
策
途
中
で
披
露
さ
れ
た
昔
ば
な
し

の
紙
芝
居
は
参
加
者
に
大
好
評
で
し
た
。

■ 

入
鹿
池
を
歩
こ
う
！　

入
鹿
の
自
然

と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー

と
き
：
平
成
2
5
年
1
0
月
6
日

参
加
者
：
２
６
名

講
師
に
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
西

松
賢
一
郎
さ
ん
を
迎
え
、
入
鹿
池
周
辺
の

遺
跡
群
や
古
墳
な
ど
、
貴
重
な
文
化
遺
産

を
巡
り
ま
し
た
。
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
た
新
規
古
墳
も
見
学
し
ま
し
た
。

謎
に
包
ま
れ
た
入
鹿
の
歴
史
の
一
端
を
感

じ
る
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

　

石
上
げ
祭
と
尾
張
冨
士
さ
く
ら
太
鼓

と
き
：
平
成
2
６
年
1
月
1
3
日

参
加
者
：
３
５
名

尾
張
冨
士
大
宮
浅
間
神
社
で
お
こ
な
わ

れ
る
「
石
上
げ
祭
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

尾
張
冨
士
浅
間
神
社

宮
司
の
山
田
健
さ
ん
、

石
上
げ
祭
伝
承
保
存
会

会
長
の
奥
村
正
成
さ
ん

に
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
実
際
に
お
祭

り
で
使
わ
れ
て
い
る

「
献
石
（
け
ん
せ
き
）」

も
間
近
で
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

青
塚
古
墳
の
墓
前
で
「
尾
張
冨
士
さ
く

ら
太
鼓
」に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

左　岩田洗心館の趣ある部屋で、絵付

け体験　　　右　参加者には、抹茶と

和菓子の振舞いも

継鹿尾観音のものがたりを、紙芝居で。

右　尾張冨士さくら太鼓による演舞

左　入鹿池の朝景
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■ 

青
塚
古
墳
史
跡
公
園

平
成
2
5
年
度
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
来

　

館
者
数

：

１
２
３
６
５
名

小
中
学
校
の
校
外
学
習

：

2
7
校

平
成
2
2
年
４
月
か
ら
管
理
運
営
を
，

ニ
ワ
里
ね
っ
と
が
犬
山
市
か
ら
受
託
、
今

年
度
で
4
年
目
。
今
年
度
も
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
が
日
常
的
に
ふ
ら
っ

と
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

場
所
に
少
し
ず
つ
で
す
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

■ 

散
策
「
尾
張
白
山
と
大
山
廃
寺

と
き
：
平
成
2
5
年
4
月

2
7
日

参
加
者
：
2
2
名

尾
張
白
山
に
登
頂
し
、
大
山

古
墳
群
や
、
国
史
跡
大
山
廃
寺

な
ど
、
歴
史
残
る
文
化
遺
産
を

見
学
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
白
山
よ
り
景
観
を
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■ 

バ
ス
ツ
ア
ー　

銀
杏
舞
う
尾
張
国
府
の
ま
ち
「
稲

沢
」
へ
の
旅
～
尾
張
国
分
寺
跡
発
掘
調

査
現
場
と
秘
仏
を
訪
ね
る
～

と
き

：

平
成
2
5
1
1
月
2
７
日

参
加
者

：

2
５
名

案
内
人
に
北
條
献
示
さ
ん
（
稲
沢
市
教

育
委
員
会
）
を
お
迎
え
し
て
、
稲
沢
の
文

化
遺
産
を
バ
ス
で
巡
り
ま
し
た
。
国
府
宮

神
社
の
磐
座
（
い
わ
く
ら
）
や
秘
蔵
の
仏

像
な
ど
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
文

化
遺
産
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

■
邇
波
史
楽
座

と
き

：

平
成
2
5
年
5
月
1
8
日

第
6
回
目
と
な
る
邇
波
史
楽
座
。
今

年
度
は
、
羽
黒
高
橋
の
獅
子
保
存
会
の
み

な
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
獅
子
神
楽

の
演
舞
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

会
場
内
に
は
地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
出

店
も
数
多
く
あ
り
、
1
4
0
0
名
を
超

え
る
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

稲沢バスツアー  長光寺六角堂前にて

右：史楽座、ステージでは獅子が舞った

左：新緑の中、大山廃寺周辺を散策

国史跡  青塚古墳

ニワ里のイベント
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■ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

歴
史
座
「
入
鹿
の
里
と
屯
倉
」

と
き

：

平
成
2
5
年
1
1
月
2
9
日

参
加
者

：

1
3
0
名

未
だ
謎
の
多
い
入
鹿
屯
倉
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
新
発
見
の
古
墳
な
ど
旧
石
器

か
ら
近
現
代
ま
で
「
入
鹿
」
の
地
に
ま
つ

わ
る
歴
史
を
集
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
渡
辺 

寛
先

生
に
特
別
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
第
二
部
で
は
広
瀬
ま
り
さ
ん

に
よ
る
入
鹿
の
悲
し
き
物
語「
入
鹿
ぎ
れ
」

の
語
り
や
、
ニ
ワ
里
ね
っ
と
会
員
に
よ
る

発
表
な
ど
、
入
鹿
の
歴
史
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
眺
め
ま
し
た
。

■ 

栗
栖
の
里
に
縄
文
人
を
探
せ
！

︵
平
成
2
5
年
度
犬
山
市
市
民
活
動
助
成
金
︶

縄
文
時
代
の
遺
跡
「
尾
崎
遺
跡
」
が
位

置
す
る
犬
山
市
栗
栖
。
地
域
の
歴
史
に
よ

り
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
栗
栖
小
学
校

と
協
働
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
落
語
会
を

開
催
。
児
童
と
ド
ン
グ
リ
を
採
集
・
調
理

を
し
て
縄
文
食
を
体
験
し
た
り
、
落
語
家

桂
九
雀
さ
ん
に
よ
る
考
古
学
落
語
「
縄
文

さ
ん
」
を
上
演
し
た
り
と
、
面
白
お

か
し
く
地
域
の
歴
史
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■ 

講
談
師 

旭
堂
南
海
さ
ん
と
歩
く

　

小
牧
山
城
︵
小
牧
山
城
築
城
4
5
0
年

記
念
市
民
団
体
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
︶

と
き

：

平
成
2
5
年
1
1
月

３
０
日

参
加
者

：（
散
策
）
4
2
名
、（
講

談
の
会
）
5
2
名

信
長
が
築
い
た
小
牧
山
城
を
、
講

談
師
旭
堂
南
海
さ
ん
と
一
緒
に
め
ぐ

り
な
が
ら
、
信
長
や
小
牧
山
城
に
関

わ
る
ミ
ニ
講
談
を
聞
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
考
古
学
の
専
門
家
に
よ
る

小
牧
山
城
の
発
掘
調
査
成
果
の
解
説

な
ど
、
充
実
し
た
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

「入鹿のあるじは、

    私たちを守ってくれる・・・はずだった。」

（『入鹿切れ』より）

上：歴史座、広瀬まりさんによる語り「入鹿切れ」

左：旭堂南海さんの講談が、小牧山に響く

左　

考
古
学
落
語
の
上
演
︑
栗
栖
公
民
館
に
て

右　

栗
栖
小
の
み
ん
な
と
縄
文
の
食
を
学
び
ま
し
た

助  成  金  事  業
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■
西
尾
市
遺
跡
詳
細
分
布
調
査

期
間

：

平
成
2
5
年
1
1
月
～
平
成

2
6
年
3
月

西
尾
市
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受

け
、
旧
幡
豆
町
域
の
分
布
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
西
尾
市
幡
豆
歴
史
民
俗
資
料
館
の

伴
野
義
広
さ
ん
、
牧
野
照
美
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
町
内
を
踏
査
し
ま
し
た
。
各
所

で
土
器
等
な
ど
の
遺
物
を
採
取
し
た
ほ

か
、
既
存
の
遺
跡
以
外
の
場
所
で
も
多
く

の
遺
物
を
拾
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2

月
2
2
日
に
は
散
策
「
文
化
遺
産
！
発

見
ウ
ォ
ー
ク(

参
加
者
2
2
名)

」、
3

月
2
1
日
に
は
分
布
調
査
成
果
報
告
会

「
歴
史
座
i
n
幡
豆(

参
加
者
6
0
名)

」

を
開
催
し
、
地
域
の
方
に
調
査
成
果
を
報

告
し
ま
し
た
。

■
文
化
遺
産
カ
ー
ド

平
成
2
2
年
か
ら
作
成
を

開
始
し
た
「
文
化
遺
産
カ
ー

ド
」。
平
成
2
5
年
1
1
月

に
は
犬
山
市
・
弥
富
市
・
一

宮
市
・
春
日
井
市
・
常
滑
市
・

養
老
町
・
垂
井
町
・
池
田
町

で
自
主
制
作
カ
ー
ド
1
1

種
・
平
成
2
6
年
1
2
月

に
は
信
濃
川
火
焔
街
道(

新
潟

県)

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
長
岡
市
・
新
潟
市
・
三
条

市
・
十
日
町
市
・
津
南
町
で

新
た
に
1
2
種
の
カ
ー
ド
が
仲
間
入
り

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
加
え
て
文
化
遺

産
カ
ー
ド
は
合
計
1
0
2
種
類
に
。
つ

い
に
1
0
0
種
類
を
突
破
し
ま
し
た
！

ま
た
「
文
化
遺
産
カ
ー
ド
」
は
現
在
商

標
登
録
申
請
中
。
昨
年
1
2
月
に
商
標

登
録
申
請
番
号
「
商
願
2
0
1
3
‐

9
4
8
8
6
」
を
取
得
し
ま
し
た
。

■
犬
山
文
化
遺
産
ナ
ビ
・
文
化

遺
産
カ
ー
ド
ナ
ビ

「
犬
山
の
文
化
遺
産
」
お
よ
び
「
文
化

遺
産
カ
ー
ド
」
の
場
所
や
詳
細
を
紹
介

す
る
ナ
ビ
「
犬
山
文
化
遺
産
ナ
ビ
」「
文

化
遺
産
カ
ー
ド
ナ
ビ
」
が
昨
年
度
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
使
え
る
ア
プ
リ

「
L
a
y
a
r
」
を
使
用
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
の
ナ
ビ
を
使
用
す
る
と
、

自
分
の
場
所
か
ら
ど
の
く
ら
い
離
れ
た
と

こ
ろ
に
、
ど
ん
な
文
化
遺
産
や
文
化
遺
産

カ
ー
ド
が
あ
る
か
一
目
で
分
か
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

右：火焔街道の文化遺産カード

左：「犬山文化遺産ナビ」の画面

上
：
最
新
G
P
S
を
つ
か
っ
た
分
布
調
査
の
様
子

下
：
歴
史
座

i
n
幡
豆
︑
伴
野
さ
ん
の
矢
穴
石
の
お
話

その他  委託事業

文化遺産カード・AR 事業
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平成２５年
　　　４月５月６月７月８月１１月 １０月 ９月１２月

平成２６年
１月２月３月

5
月
1
8
日
（
土
）

史
楽
座

5
月
2
5
日
（
土
）

バ
ス
ツ
ア
ー
「
両
面
宿
難
の
幻
影
を
求

め
て
ー
新
緑
の
飛
騨
路
を
め
ぐ
る
」

６
月
1
6
日
（
日
）

青
塚
古
墳
を
守
る
会

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
土
器

は
何
で
く
っ
つ
け
る
？
」

４
月
2
1
日
（
日
）

ニ
ワ
里
ね
っ
と
総
会

４
月
2
7
日
（
土
）

散
策
「
尾
張
白
山
と
大
山
廃
寺
」

４
月
1
4
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
尾
張
白
山

周
辺
の
文
化
遺
産
を
訪
ね
て
」

７
月
3
1
日
（
水
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
遺
跡

の
昆
虫
化
石
を
探
そ
う
！
」

８
月
1
1
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ「
大

縣
神
社
と
青
塚
古
墳
」

1
2
月
８
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
丹
羽
郡
の
古
代

寺
院
を
読
み
解
く
」

８
月
2
1
日
（
水
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
土

器
の
模
様
を
写
そ
う
！
」

９
月
2
5
日
（
水
）

セ
ミ
ナ
ー
「
膠
を
学
ぶ
」

1
0
月
８
日（
水
）〜
1
2
月
８
日（
日
）

企
画
展
「
入
鹿
の
里
を
求
め
て
」

1
0
月
1
9
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
石
器
時
代
の
入
鹿
池
」

1
1
月
1
6
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
入
鹿
池
周
辺
に
立
地
す

る
古
墳
〜
分
布
調
査
成
果
も
あ
わ
せ
て
」

1
1
月
９
日
（
土
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
入
鹿
の
里
と
屯
倉
」

1
1
月
2
7
日
（
水
）

バ
ス
ツ
ア
ー
「
銀
杏
舞
う
尾
張
国
府

の
ま
ち
「
稲
沢
」
へ
の
旅
」

２
月
９
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
壬
申
の
乱
」

１
月
1
8
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
入
鹿
屯
倉
の
幻
影
」

２
月
1
5
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
入
鹿
池
の
築
造
と

新
田
開
発
・
そ
の
後
の
入
鹿
池
」

1
0
月
６
日
（
日
）

散
策
「
入
鹿
池
を
歩
こ
う
！
〜
入
鹿

の
自
然
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
〜
」

1
0
月
2
6
日
（
土
）

散
策
「
戦
国
の
み
ち
、
織
田

街
道
散
策
」

1
1
月
2
4
日
（
日
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
犬
山
城
下
町
文
化
学
n
o
.
0
2

　
― 

色
へ
ん
げ
、
伝
統
の
本
絵
具

で
絵
付
体
験 

―
」

1
2
月
2
2
日
（
日
）

散
策
「
木
曽
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
善
師
野
宿
か
ら
土
田
宿
へ
〜
」

１
月
1
3
日
（
月
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
石
上
げ
祭

と
尾
張
冨
士
さ
く
ら
太
鼓
」

1
2
月
2
1
日
（
土
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ド
ン
グ
リ

か
ら
学
ぶ
暮
ら
し
の
知
恵
」

犬
山
市
内
悉
皆
調
査

６
月
2
9
日
（
土
）

名
古
屋
大
学
博
物
館
「
名
大
博
物
館
で

落
語
を
聴
こ
う
！
」
委
託
業
務

７
月
２
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
栗
栖
分
布
調
査

７
月
2
3
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
打
製
石
斧
を
つ
く
ろ
う
」

1
0
月
４
日
（
金
）

犬
山
市
助
成
金
・
縄
文
時
代
の
衣

食
住
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
p
a
r
t
1

1
0
月
1
7
日
（
木
）

犬
山
市
助
成
金
・
縄
文
時
代
の
衣
食

住
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
p
a
r
t
2

1
1
月
５
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
縄
文
時
代
の
衣
食

住
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
p
a
r
t
3

1
1
月
2
3
日
（
土
）

犬
山
市
助
成
金
・

栗
栖
で
上
方
落
語
九
雀
亭

１
月
2
5
日
（
土
）

犬
山
市
助
成
金
・
栗
栖
分
布
調
査

３
月
1
1
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
栗
栖
分
布
調
査

７
月
1
1
日
（
木
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及

活
動
委
託
業
務
　
象
鼻
山
キ
ノ

コ
栽
培
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

７
月
2
7
日
（
土
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及

活
動
委
託
業
務
　
歴
史
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
養
老
石
で
火
を
お

こ
そ
う
」

1
0
月
９
日
（
水
）

養
老
町
の
歴
史
文
化

資
源
普
及
活
動
委
託

業
務
　
歴
史
講
座

1
1
月
1
7
日
（
日
）

犬
山
市
東
之
宮
古
墳
普
及
啓
発
事
業
「
あ
つ

ま
れ
い
ぬ
や
ま
っ
こ
！
う
き
う
き
大
行
進
」

２
月
７
日
（
金
）、
８
日
（
土
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及
活
動
委
託
業
務
象
鼻

山
キ
ノ
コ
栽
培
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
月
1
6
日
（
日
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及
活
動
委
託
業
務

文
化
遺
産
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

1
月
1
9
日
（
日
）

東
之
宮
古
墳
普
及
啓
発 

講
演
会
「
東
之

宮
古
墳
と
冬
至
王
」

１
月
1
4
日
（
火
）〜
2
8
日
（
火
）

東
之
宮
古
墳
普
及
啓
発 

展
示
「
東
之
宮

古
墳
に
挑
む
」

1
1
月
3
0
日
（
土
）

小
牧
市
助
成
金
・
散
策
「
講
談
師

旭
堂
南
海
と
歩
く
小
牧
山
城
」

1
2
月
１
日
（
日
）

大
口
町
「
人
気
講
談
師
と
歩
く

歴
史
め
ぐ
り
」
講
座
開
催
委
託

西
尾
市

　
旧
幡
豆
町

分
布
調
査

２
月
2
2
日
（
土
）

西
尾
市
幡
豆
町
歴
史
散
策

３
月
2
1
日
（
金
）

西
尾
市
幡
豆
町
歴
史
座

４
月
6
日
（
土
）

昼
飯
大
塚
古
墳
歴
史
公
園
完
成
式
典
古
代

劇
「
青
野
ヶ
原
に
起
つ
」
委
託
業
務

ニ
ワ
里
ね
っ
と
事
業

青
塚
古
墳
管
理
委
託
事
業

犬
山
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

青
塚
古
墳
管
理
委
託

助
成
金
事
業
・
そ
の
他
委
託
事
業

平成２５年度
ニワ里ねっと活動報告

文
化
遺
産
カ
ー
ド
1
0
0
種
突
破

文
化
遺
産
ナ
ビ
ス
タ
ー
ト
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平成２５年
　　　４月５月６月７月８月１１月 １０月 ９月１２月

平成２６年
１月２月３月

5
月
1
8
日
（
土
）

史
楽
座

5
月
2
5
日
（
土
）

バ
ス
ツ
ア
ー
「
両
面
宿
難
の
幻
影
を
求

め
て
ー
新
緑
の
飛
騨
路
を
め
ぐ
る
」

６
月
1
6
日
（
日
）

青
塚
古
墳
を
守
る
会

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
土
器

は
何
で
く
っ
つ
け
る
？
」

４
月
2
1
日
（
日
）

ニ
ワ
里
ね
っ
と
総
会

４
月
2
7
日
（
土
）

散
策
「
尾
張
白
山
と
大
山
廃
寺
」

４
月
1
4
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
尾
張
白
山

周
辺
の
文
化
遺
産
を
訪
ね
て
」

７
月
3
1
日
（
水
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
遺
跡

の
昆
虫
化
石
を
探
そ
う
！
」

８
月
1
1
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ「
大

縣
神
社
と
青
塚
古
墳
」

1
2
月
８
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
丹
羽
郡
の
古
代

寺
院
を
読
み
解
く
」

８
月
2
1
日
（
水
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
土

器
の
模
様
を
写
そ
う
！
」

９
月
2
5
日
（
水
）

セ
ミ
ナ
ー
「
膠
を
学
ぶ
」

1
0
月
８
日（
水
）〜
1
2
月
８
日（
日
）

企
画
展
「
入
鹿
の
里
を
求
め
て
」

1
0
月
1
9
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
石
器
時
代
の
入
鹿
池
」

1
1
月
1
6
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
入
鹿
池
周
辺
に
立
地
す

る
古
墳
〜
分
布
調
査
成
果
も
あ
わ
せ
て
」

1
1
月
９
日
（
土
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
入
鹿
の
里
と
屯
倉
」

1
1
月
2
7
日
（
水
）

バ
ス
ツ
ア
ー
「
銀
杏
舞
う
尾
張
国
府

の
ま
ち
「
稲
沢
」
へ
の
旅
」

２
月
９
日
（
日
）

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
「
壬
申
の
乱
」

１
月
1
8
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
入
鹿
屯
倉
の
幻
影
」

２
月
1
5
日
（
土
）

ま
ほ
ら
講
座
「
入
鹿
池
の
築
造
と

新
田
開
発
・
そ
の
後
の
入
鹿
池
」

1
0
月
６
日
（
日
）

散
策
「
入
鹿
池
を
歩
こ
う
！
〜
入
鹿

の
自
然
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
〜
」

1
0
月
2
6
日
（
土
）

散
策
「
戦
国
の
み
ち
、
織
田

街
道
散
策
」

1
1
月
2
4
日
（
日
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
犬
山
城
下
町
文
化
学
n
o
.
0
2

　
― 

色
へ
ん
げ
、
伝
統
の
本
絵
具

で
絵
付
体
験 

―
」

1
2
月
2
2
日
（
日
）

散
策
「
木
曽
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
善
師
野
宿
か
ら
土
田
宿
へ
〜
」

１
月
1
3
日
（
月
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
石
上
げ
祭

と
尾
張
冨
士
さ
く
ら
太
鼓
」

1
2
月
2
1
日
（
土
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ド
ン
グ
リ

か
ら
学
ぶ
暮
ら
し
の
知
恵
」

犬
山
市
内
悉
皆
調
査

６
月
2
9
日
（
土
）

名
古
屋
大
学
博
物
館
「
名
大
博
物
館
で

落
語
を
聴
こ
う
！
」
委
託
業
務

７
月
２
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
栗
栖
分
布
調
査

７
月
2
3
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
打
製
石
斧
を
つ
く
ろ
う
」

1
0
月
４
日
（
金
）

犬
山
市
助
成
金
・
縄
文
時
代
の
衣

食
住
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
p
a
r
t
1

1
0
月
1
7
日
（
木
）

犬
山
市
助
成
金
・
縄
文
時
代
の
衣
食

住
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
p
a
r
t
2

1
1
月
５
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
縄
文
時
代
の
衣
食

住
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
p
a
r
t
3

1
1
月
2
3
日
（
土
）

犬
山
市
助
成
金
・

栗
栖
で
上
方
落
語
九
雀
亭

１
月
2
5
日
（
土
）

犬
山
市
助
成
金
・
栗
栖
分
布
調
査

３
月
1
1
日
（
火
）

犬
山
市
助
成
金
・
栗
栖
分
布
調
査

７
月
1
1
日
（
木
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及

活
動
委
託
業
務
　
象
鼻
山
キ
ノ

コ
栽
培
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

７
月
2
7
日
（
土
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及

活
動
委
託
業
務
　
歴
史
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
養
老
石
で
火
を
お

こ
そ
う
」

1
0
月
９
日
（
水
）

養
老
町
の
歴
史
文
化

資
源
普
及
活
動
委
託

業
務
　
歴
史
講
座

1
1
月
1
7
日
（
日
）

犬
山
市
東
之
宮
古
墳
普
及
啓
発
事
業
「
あ
つ

ま
れ
い
ぬ
や
ま
っ
こ
！
う
き
う
き
大
行
進
」

２
月
７
日
（
金
）、
８
日
（
土
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及
活
動
委
託
業
務
象
鼻

山
キ
ノ
コ
栽
培
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
月
1
6
日
（
日
）

養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及
活
動
委
託
業
務

文
化
遺
産
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

1
月
1
9
日
（
日
）

東
之
宮
古
墳
普
及
啓
発 

講
演
会
「
東
之

宮
古
墳
と
冬
至
王
」

１
月
1
4
日
（
火
）〜
2
8
日
（
火
）

東
之
宮
古
墳
普
及
啓
発 

展
示
「
東
之
宮

古
墳
に
挑
む
」

1
1
月
3
0
日
（
土
）

小
牧
市
助
成
金
・
散
策
「
講
談
師

旭
堂
南
海
と
歩
く
小
牧
山
城
」

1
2
月
１
日
（
日
）

大
口
町
「
人
気
講
談
師
と
歩
く

歴
史
め
ぐ
り
」
講
座
開
催
委
託

西
尾
市

　
旧
幡
豆
町

分
布
調
査

２
月
2
2
日
（
土
）

西
尾
市
幡
豆
町
歴
史
散
策

３
月
2
1
日
（
金
）

西
尾
市
幡
豆
町
歴
史
座

４
月
6
日
（
土
）

昼
飯
大
塚
古
墳
歴
史
公
園
完
成
式
典
古
代

劇
「
青
野
ヶ
原
に
起
つ
」
委
託
業
務

ニ
ワ
里
ね
っ
と
事
業

青
塚
古
墳
管
理
委
託
事
業

犬
山
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

青
塚
古
墳
管
理
委
託

助
成
金
事
業
・
そ
の
他
委
託
事
業

平成２５年度
ニワ里ねっと活動報告

文
化
遺
産
カ
ー
ド
1
0
0
種
突
破

文
化
遺
産
ナ
ビ
ス
タ
ー
ト
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１
）
ニ
ワ
里
ね
っ
と
誕
生

平
成
2
2
年
（
2
0
1
0
）
２
月

2
5
日
，
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

古

代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
略
称
「
ニ
ワ
里
ね
っ
と
」）
が
誕
生
し
た
。

当
初
の
活
動
目
的
の
最
大
の
課
題
は
，
犬

山
市
に
所
在
す
る
国
史
跡
公
園
「
青
塚
古

墳
」の
運
営
に
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

あ
る
種
，
行
政
施
設
を
管
理
運
営
す
る
特

定
の
組
織
母
体
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
も

あ
る
。
し
か
し
む
し
ろ
，
必
死
に
こ
の
美

し
い
公
園
を
今
ま
で
守
り
抜
い
て
き
た
人

物
へ
の
敬
意
と
，
そ
の
継
承
の
た
め
に

は
「
こ
の
場
面
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い

か
ん
・
・
大
変
な
こ
と
に
な
る
・
・
」
と

い
う
素
直
な
思
い
が
先
行
し
た
点
も
，
ま

た
事
実
で
あ
る
。
ま
ず
僕
も
含
め
て
３
人

の
仲
間
が
集
ま
っ
た
。
や
が
て
具
体
的
な

「
N
P
O
」
と
い
う
形
が
で
き
あ
が
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
が
，
そ
こ
に
至
る
過
程

は
紆
余
曲
折
で
も
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。運

営
を
は
じ
め
て
，
転
機
は
３
年
目
を

迎
え
る
時
に
や
っ
て
き
た
。
中
核
と
な
る

事
務
局
内
の
変
動
と
，
文
化
庁
が
ま
と
め

た
補
助
事
業
に
参
画
す
る
か
ど
う
か
の
瀬

戸
際
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
決
断
が
今
の

「
ニ
ワ
里
ね
っ
と
」
の
運
命
を
決
定
し
た
。

そ
し
て
「
文
化
遺
産
の
見
え
る
」
と
い
う

当
N
P
O
の
旗
印
で
あ
る
フ
レ
ー
ズ
も
，

名
古
屋
駅
前
の
小
さ
な
会
議
室
で
の
会
話

の
中
か
ら
誕
生
し
た
。
事
業
や
企
画
に
支

援
・
賛
同
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
事
，

そ
の
こ
ろ
か
ら
特
に
強
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
や
が
て
一
つ
の

「
あ
る
夢
」
が
見
え
て
き
た
。

２
）
目
指
せ
「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」

N
P
O
に
は
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

必
要
と
さ
れ
る
。
単
純
明
快
な
方
向
性
が

良
い
。
僕
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
文
化
遺

産
の
見
え
る
街
づ
く
り
」
で
あ
る
。
行
政

的
な
香
り
が
す
る
「
文
化
財
」
で
は
な
く
，

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
市
民
サ
イ
ド
の
評
価

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
文
化
遺
産
」
を
活
用

し
，
地
域
の
中
に
埋
も
れ
た
歴
史
を
ひ
も

解
き
，
崩
れ
か
け
た
歴
史
レ
イ
ヤ
ー
（
歴

史
の
地
層
）
を
見
つ
め
直
す
。
そ
し
て
現

在
の
日
常
生
活
の
場
面
に
活
か
し
て
い
こ

う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
特
定
の
史
跡
公

園
だ
け
を
運
営
す
る
組
織
で
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
現
在
の
青
塚
古
墳
史
跡
公
園
は
僕

ら
の
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
，
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
，
時
空
を
超
え
た
専
門
性
の
高

い
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
文
化
遺
産
を
基
軸
に

し
た
街
づ
く
り
そ
の
も
の
へ
の
提
言
で
あ

る
。
と
は
い
っ
て
も
，
ま
だ
ま
だ
具
体
的

な
内
容
を
提
言
し
，
実
現
化
へ
踏
み
出
せ

る
よ
う
な
動
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
か
ら
だ
，
し
か
し
そ
の
た
め
の
優
れ
た

　
　

　

 
N
P
O
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

赤
塚
次
郎

文
化
遺
産
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の「
N
P
O
」

ス
タ
ッ
フ
や
仲
間
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

た
。
実
に
頼
も
し
い
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
は
，
民
間
サ
イ
ド
か

ら
企
画
・
提
言
や
課
題
・
論
点
な
ど
を
ま

と
め
住
民
や
関
係
機
関
等
に
提
供
す
る
研

究
機
関
で
あ
る
が
，
む
し
ろ
そ
の
過
程
や

方
向
性
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
，
N
P
O
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
理
想

で
あ
る
。
近
い
将
来
に
具
体
的
な
提
言
と

そ
れ
に
基
づ
く
具
体
化
の
活
動
を
ぜ
ひ
実

現
さ
せ
た
い
。

３
）
試
行
錯
誤
と
資
金
不
足

夕
刻
に
あ
る
地
域
の
会
合
に
顔
を
出

す
。
そ
こ
で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
思
わ
ぬ

こ
と
ば
が
帰
っ
て
き
た
。「
君
た
ち
の
居

場
所
と
の
間
に
は
，見
え
な
い
壁
が
あ
る
」

そ
れ
は
僕
ら
の
思
い
上
が
り
で
も
あ
っ

た
。
地
域
の
中
や
集
ま
り
の
中
に
今
一
つ

深
く
踏
み
込
ん
で
い
な
い
，
弱
さ
が
露
呈

し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
カ
ッ
コ
い
い
言
葉

や
踊
る
よ
う
な
楽
し
い
内
容
，
そ
れ
は
誰

に
で
も
描
け
る
が
，
そ
こ
に
真
の
主
体
性

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
申
し
訳
な
い
が
，
行

政
サ
イ
ド
の
担
当
者
に
よ
く
見
か
け
る
雰

囲
気
と
良
く
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
か
ら
立
ち
位
置
の
見
直
し
を
は
じ
め
る

事
に
な
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
「
N
P
O
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＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
見
方
が
ま
だ

ま
だ
一
般
的
で
，
僕
ら
の
活
動
に
お
い

て
も
よ
く
こ
う
し
た
意
見
を
お
聞
き
す

る
。「
そ
う
で
は
な
く
て
・
・
」
と
思
う

が
，
で
は
実
際
に
ど
う
し
た
活
動
で
あ
れ

ば
，
皆
さ
ん
に
一
つ
一
つ
課
題
解
決
の

N
P
O
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
。

そ
し
て
そ
こ
に
人
的
・
物
的
支
援
を
い
た

だ
け
る
の
か
。
妙
案
は
な
い
。
た
だ
顔
が

見
え
る
関
係
を
前
提
と
つ
つ
何
と
な
く
で

あ
る
が
，
手
応
え
を
感
じ
つ
つ
あ
る
。

事
業
型
の
N
P
O
，
そ
こ
に
は
動
か

す
資
金
が
必
要
だ
。
専
門
性
の
高
い
ス

タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
愚
痴
っ
ぽ

く
，
延
々
と
続
く
資
金
不
足
。
今
年
は
特

に
銀
行
に
通
う
事
が
多
く
な
っ
た
。
補
助

金
・
助
成
金
は
諸
刃
の
剣
で
あ
る
。
概
算

払
い
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
。
出
来

高
勝
負
。
だ
か
ら
，
そ
こ
ま
で
の
資
金
は

ど
う
す
る
の
か
，
一
般
的
な
企
業
と
全
く

変
わ
り
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
さ
え
知
ら
な

か
っ
た
。

企
画
・
活
動
の
中
で
立
ち
行
か
な
く
な

る
「
も
う
ダ
メ
だ
」
と
思
う
。
す
る
と
何

処
か
ら
と
も
な
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
人

が
現
れ
る
。涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
く
な
る
。

勇
気
が
わ
い
て
，
ま
た
一
歩
，
歩
み
始
め

る
。
そ
の
道
の
プ
ロ
が
ほ
ぼ
無
償
で
技
術

と
経
験
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
ん

な
連
続
が
今
に
至
る
。
N
P
O
と
は
い
っ

た
い
何
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

４
）
僕
ら
に
と
っ
て
の
運
動
力
と
は

現
状
は
，
公
的
機
関
か
ら
の
受
託
事
業

が
主
体
と
な
り
，
一
般
的
な
寄
付
・
収
益

は
限
ら
れ
，
わ
ず
か
な
パ
ー
セ
ン
ト
に
留

ま
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
企
業

や
民
間
か
ら
の
多
額
の
「
寄
付
」
は
夢
物

語
で
あ
る
。
多
く
の
N
P
O
が
頼
る
助

成
金
は
，
こ
と
「
文
化
遺
産
」
系
と
な
る

と
ほ
と
ん
ど
限
ら
れ
，
あ
る
種
，
皆
無
に

近
い
。
や
は
り
資
金
不
足
と
経
営
基
盤
の

弱
さ
は
事
実
で
あ
る
。
受
託
事
業
の
中
に

は
，
一
般
管
理
経
費
も
今
一
つ
難
し
い
場

合
も
あ
る
。
何
か
何
処
か
勘
違
い
し
て
い

る
。市

場
か
ら
資
金
を
調
達
で
き
な
い

N
P
O
に
と
っ
て
，
や
は
り
「
寄
付
」

は
大
切
で
あ
り
要
で
あ
る
。「
市
場
か
ら

で
は
な
く
市
民
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
こ

と
」。
で
あ
る
が
，
そ
う
容
易
い
事
で
は

な
い
。
会
費
や
寄
付
金
も
少
し
ず
つ
で
は

あ
る
が
微
増
し
て
い
る
。
ま
た
寄
付
と

い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
，
モ

ノ
と
し
て
の
寄
付
も
有
効
と
さ
れ
て
い
る

が
，
そ
の
道
筋
を
未
だ
描
け
ず
に
い
る
。

こ
の
点
は
ま
だ
ま
だ
運
動
不
足
の
感
は
免

れ
な
い
。
寄
付
率
を
上
げ
る
の
が
直
近
の

課
題
で
あ
る
。
僕
ら
の
活
動
に
意
義
と
特

別
な
価
値
を
見
い
だ
し
，
応
援
し
て
く
れ

る
ヒ
ト
が
い
る
。
N
P
O
だ
か
ら
で
き

る
仕
組
み
が
あ
る
。
ま
ず
は
身
の
丈
に

あ
っ
た
活
動
の
中
か
ら
，
明
確
な
企
画
提

言
に
対
し
て
寄
付
・
助
成
を
募
っ
て
み
た

い
。僕

ら
の
運
動
力
の
源
は
何
だ
ろ
う
か
。

企
画
を
実
現
す
る
資
金
・
寄
付
，
そ
れ

も
あ
る
。
ギ
リ
ギ
リ
の
中
で
活
動
す
る

N
P
O
は
，
い
つ
も
慢
性
的
な
人
手
不

足
。
し
か
し
そ
こ
に
人
び
と
の
輪
が
広
ま

り
，
無
償
で
支
援
し
て
く
れ
る
ヒ
ト
が
現

れ
る
。
そ
し
て
笑
顔
が
あ
り
，
不
思
議
な

力
が
湧
い
て
く
る
。
そ
の
力
は
確
実
に
蓄

積
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
は
少
な
い
が
，

あ
る
事
を
契
機
に
不
定
期
に
蘇
る
と
い
う

不
可
思
議
な
特
徴
が
あ
る
よ
う
だ
。

５
）
文
化
遺
産
「
N
P
O
」
で
生
活
す
る
こ
と

今
年
度
，
二
人
の
正
式
な
職
員
を
採
用

し
た
。「
N
P
O
ニ
ワ
里
ね
っ
と
」
と
し

て
の
は
じ
め
て
の
職
員
の
採
用
で
あ
る
。

若
者
が
二
人
手
を
あ
げ
て
く
れ
た
。
事
務

局
内
で
は
新
規
採
用
予
定
者
は
一
名
が
限

度
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
が
，
予
想
に

反
し
て
意
中
の
若
者
が
「
N
P
O
で
や
っ

て
み
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
と
て
も

嬉
し
く
，
僕
は
迷
う
こ
と
な
く
「
お
願
い

し
ま
す
」
と
応
え
た
。
も
ち
ろ
ん
「
赤
字

の
船
出
」
を
覚
悟
し
た
。
学
部
を
卒
業
し

て
生
活
を
夢
見
る
新
し
い
職
場
，
そ
の
就

職
先
に
「
N
P
O
」
が
新
た
に
加
わ
ろ
う

と
，
も
が
き
苦
し
ん
だ
瞬
間
で
あ
っ
た
。

若
者
の
就
職
先
の
一
つ
に
，
僕
ら
の
よ

う
な
文
化
遺
産
系
N
P
O
が
存
在
し
，

市
民
権
を
も
ち
，
一
つ
の
市
場
が
生
ま
れ

る
。
そ
れ
が
大
き
な
夢
で
あ
る
。
先
は
ま

だ
ま
だ
。
霧
の
中
に
あ
る
が
，「
森
の
中

の
デ
カ
ル
ト
」
が
そ
っ
と
つ
ぶ
や
く
よ
う

に
，
い
つ
か
こ
の
「
真
っ
す
ぐ
先
」
に
は

何
か
，
き
っ
と
ま
っ
て
い
る
と
堅
く
信
じ

て
い
る
。

N
P
O
ニ
ワ
里
ね
っ
と
の
活
動
を
観

て
，
そ
こ
に
集
う
人
び
と
の
笑
顔
に
ふ

れ
，
ま
た
こ
の
場
に
来
た
い
と
感
じ
る
。

そ
し
て
そ
の
心
が
，
や
が
て
い
っ
し
ょ
に

社
会
の
課
題
解
決
に
向
っ
て
立
上
が
る
力

と
な
る
。
も
し
，
少
し
で
も
共
感
で
き
れ

ば
，
迷
わ
ず
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。
僕
ら

と
い
っ
し
ょ
に
，
新
し
い
地
図
を
作
る
た

め
に
。
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愛
知
県
犬
山
市
羽
黒
の
西
端
に
椿
地
区

が
所
在
す
る
。
犬
山
城
下
町
か
ら
南
に
続

く
段
丘
崖
が
発
達
し
，
西
隣
の
丹
羽
郡
大

口
町
と
の
市
界
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ

で
紹
介
す
る
北
屋
敷
遺
跡
は
椿
地
区
に
所

在
す
る
旧
石
器
時
代
の
周
知
の
遺
跡
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
段
丘

崖
縁
辺
に
広
が
る
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
，
現
状
で
は
周
辺
の
開
発
に
伴
い
環

境
が
激
変
し
て
い
る
が
，
遺
物
等
の
採
集

が
認
め
ら
れ
る
。今
回
の
再
実
測
調
査
は
，

市
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
を
中
心
に

実
施
し
た
。
な
お
遺
物
等
の
内
容
に
つ
い

て
は
，
す
で
に
犬
山
市
史
・
史
料
編
三　

考
古
・
古
代
・
中
世
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

掲
載
し
た
石
器
の
画
像
は
、
対
象
の

三
次
元
デ
ー
タ
を
演
算
す
る
こ
と
で
多

様
な
情
報
を
取
得
し
、
そ
れ
ら
を
考
古

学
的
観
察
に
最
適
化
す
る
「
ラ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
」（http://w
w
w
.lang-co.jp/

technology/technology.htm
l )

に

よ
っ
て
生
成
し
た
P
E
A
K
I
T
と
い

う
解
析
画
像
で
あ
る
。

本
資
料
に
用
い
た
P
E
A
K
I
T
は
、

微
細
な
起
伏
構
造
線
の
抽
出
を
可
能
に
す

る
地
上
開
度
画
像
と
、
立
体
感
の
あ
る
表

現
を
可
能
に
す
る
レ
リ
ー
フ
画
像
と
い

う
、
二
種
類
の
解
析
画
像
を
重
合
表
示
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
析
方
法

の
特
長
を
併
せ
も
つ
画
像
と
な
っ
て
い

る
。な

お
一
覧
表
内
備
考
に
記
載
し
た
内
容

は
、
堀
木
真
美
子
氏
に
御
教
示
。

株
式
会
社
ラ
ン
グ　

横
山　

真

犬
山
市
北
屋
敷
遺
跡
出
土
の
石
器

図 1　北屋敷遺跡地図

写真 1　北屋敷遺跡遠景
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１
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、
愛
知
県
犬
山
市
今
井
字
宮
ヶ

洞
に
所
在
す
る
宮
ヶ
洞
古
窯
跡
（
以
下
、

宮
ヶ
洞
窯
跡
と
す
る
）
か
ら
採
集
し
た
遺

物
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
宮
ヶ

洞
窯
跡
は
、
犬
山
市
東
部
（
旧
今
井
村
）

に
所
在
す
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

で
あ
る
も
の
の
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
実
態
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

た
だ
、
今
井
で
唯
一
の
近
世
窯
で
あ
る
こ

と
や
文
書
類
に
関
係
す
る
記
載
が
確
認
で

き
る
な
ど
、
そ
の
存
在
は
古
く
か
ら
「
今

井
焼
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
犬
山
市
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
登

場
す
る
い
わ
ゆ
る
「
犬
山
焼
」
と
呼
ば
れ

る
上
絵
付
け
を
施
し
た
雅
豊
か
な
焼
物
が

あ
り
、
宮
ヶ
洞
窯
跡
は
そ
の
成
立
に
係
る

窯
業
地
と
し
て
、
犬
山
焼
の
創
始
段
階
で

あ
る
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

一
方
で
、
今
井
焼
と
犬
山
焼
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
産
品
の
特
徴
が
明
ら
か
に
異
な

る
作
風
を
演
出
し
て
お
り
、
両
者
が
同
系

列
の
焼
物
で
あ
る
と
す
る
考
え
に
は
再
検

討
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
今
井
焼
と
美
術
工
芸
品
と
し
て

も
評
価
が
高
い
犬
山
焼
は
、
犬
山
市
に
所

在
す
る
近
世
窯
業
に
お
け
る
重
要
な
位
置

付
け
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

従
っ
て
、「
今
井
焼
」
あ
る
い
は
「
犬
山
焼
」

と
は
ど
の
よ
う
な
焼
物
で
あ
る
か
と
い
う

問
い
か
け
に
対
し
、
誤
解
の
な
い
説
明
を

行
う
必
要
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
は
、
採
集
し
た
遺
物
か
ら
本
窯
跡

の
特
徴
と
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
犬
山
焼
研
究

に
つ
な
が
る
序
章
と
し
て
、
今
井
焼
に
お

け
る
生
産
内
容
と
窯
跡
の
操
業
年
代
を
考

古
学
的
手
法
に
よ
り
検
証
す
る
試
み
を
行

う
も
の
で
あ
り
、窯
跡
の
位
置
と
地
理
的
・

歴
史
的
環
境
、今
井
焼
に
関
す
る
研
究
史
、

そ
し
て
採
集
遺
物
の
紹
介
と
そ
の
考
古
学

的
評
価
か
ら
構
成
し
て
い
る
。（
青
木 

修
）

2
．
宮
ヶ
洞
古
窯
跡
の
立
地
と
周

辺
の
遺
跡

宮
ヶ
洞
窯
跡
が
所
在
す
る
犬
山
市
は
、

愛
知
県
の
最
北
端
に
あ
り
、
犬
山
扇
状
地

の
扇
頂
部
に
位
置
し
て
い
る
。
市
東
部
に

は
標
高
1
0
0
～
2
0
0
m
の
愛
岐
丘

陵
、
尾
張
丘
陵
が
広
が
る
。
そ
の
裾
野
に

は
犬
山
台
地
と
呼
ば
れ
る
低
位
段
丘
が
東

か
ら
西
へ
と
広
が
り
、
市
の
西
部
は
木
曽

川
の
氾
濫
に
よ
る
沖
積
地
で
形
成
さ
れ
て

い
る
。
犬
山
の
地
は
尾
張
藩
付
家
老
の
成

瀬
氏
3
万
5
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
、
現
在
も
国
宝
犬
山
城
と
当
時
の
面
影

を
残
し
た
城
下
町
が
の
こ
る
。
成
瀬
氏
は

制
度
上
は
陪
臣
で
あ
り
、
尾
張
藩
の
家
老

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
待
遇
は
譜
代

大
名
に
準
じ
、
尾
張
藩
内
で
も
特
別
な
存

公
益
財
団
法
人
瀬
戸
市
文
化
振
興
財
団　

                              

青
木　

修

今
井
焼 

―
成
立
と
そ
の
生
産
内
容
―　

在
で
あ
っ
た
。

犬
山
市
今
井
は
、
周
囲
を
東
部
丘
陵
に

囲
ま
れ
、
成
沢
川
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
た

沖
積
地
に
集
落
が
広
が
り
、
現
在
も
な
お

里
山
風
景
を
残
す
地
域
で
あ
る
。
こ
の
東

部
丘
陵
一
帯
に
は
、
古
代
か
ら
中
世
の
古

窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

堂
ヶ
洞
古
窯
跡
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

灰
釉
陶
器
生
産
を
行
っ
て
い
た
窯
体
が
近

接
し
て
数
基
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
そ
の
他
橋
爪
池
古
窯
、割
洞
池
古
窯
、

一
ツ
橋
西
古
窯
な
ど
古
窯
跡
が
あ
り
、
八

写真１　宮ヶ洞古窯跡の遠景

N
P
O
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大
塚　

友
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
会
員
）
中
野　

耕
司
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曽
山
（
標
高
3
2
7
m
）
山
中
か
ら
も

山
茶
碗
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の

古
窯
跡
は
、
宮
ヶ
洞
窯
跡
以
外
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
犬
山
城
よ
り
東
方
の
白

山
平
山
の
南
麓
に
は
、
丸
山
窯
が
あ
る
。

ま
た
、
犬
山
市
に
東
接
す
る
岐
阜
県
可
児

市
、
多
治
見
市
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
に
お

い
て
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
連
綿
と
陶

磁
器
生
産
が
行
わ
れ
、
美
濃
窯
を
形
成
し

て
い
る
。

宮
ヶ
洞
窯
跡
は
舌
状
に
延
び
る
標
高
約

1
5
5
m
の
丘
陵
端
部
の
尾
根
南
向
き

斜
面
に
立
地
し
て
い
る
（
図
１
、写
真
１
・

２
）。
宮
ヶ
洞
窯
跡
が
位
置
す
る
南
側
に

は
別
の
尾
根
筋
が
延
び
、
ま
た
尾
根
上
は

畑
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
北
側
は
虎
熊

川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
地
に
接
し

て
い
る
。

遺
物
は
斜
面
中
腹
よ
り
下
方
に
散
布
し

て
お
り
、
東
に
向
か
う
程
、
遺
物
数
は
少

な
い
。
遺
物
散
布
範
囲
の
西
側
斜
面
の
中

腹
部
に
は
、
現
状
で
平
坦
面
が
確
認
さ
れ

る
。こ

の
宮
ヶ
洞
窯
跡
の
西
に
は
石
作
神

社
（
写
真
３
）
が
鎮
座
し
、
村
社
と
し
て

地
元
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
奉
納
さ

れ
て
い
る
陶
製
狛
犬
は
『
奉
寄
進
尾
州

丹
羽
群
今
井
村 
林 
長
兵
衛　

元
禄
十
弐

（
1
6
9
9
）
年
卯
月
吉
禅
日　

吉
次
代
』

と
刻
銘
が
あ
る
。（
大
塚
友
恵
）

3
． 

研
究
史

ま
ず
は
、
今
井
焼
の
研
究
史
を
概
観
し

た
い
。

明
治
以
前
は
、
犬
山
焼
を
含
め
て
そ
の

記
述
は
少
な
く
、
研
究
対
象
と
し
て
は
あ

ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
今
井
焼

に
つ
い
て
文
献
資
料
に
初
見
さ
れ
る
の
は

近
藤
秀
胤
に
よ
る
「
犬
山
陶
器
窯
由
来
」

で
あ
る
（
※
注
１
）。
こ
の
中
で
、
今
井

焼
に
つ
い
て
は
①
丹
羽
郡
今
井
村
の
宮
ヶ

洞
に
て
陶
器
生
産
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、

②
開
窯
に
つ
い
て
は
宝
暦
年
間
と
、
元
禄

宝
永
の
頃
の
二
説
あ
る
こ
と
、③
「
犬
山
」

と
い
う
押
印
が
用
い
ら
れ
て
こ
と
と
い
っ

た
基
本
的
な
内
容
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
犬
山
焼
の
由
来
と
し
て
今

井
焼
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、

今
井
焼
が
犬
山
焼
の
創
始
段
階
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
増

補
訂
正
工
藝
志
料
』（
黒
川
1
8
8
8
）

や
『
陶
器
類
集
』（
高
木
1
9
0
0
）
に

お
い
て
は
犬
山
焼
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ

る
も
の
の
、
今
井
焼
に
つ
い
て
は
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
大
正
年
間
か
ら
昭
和
5
0

年
代
ま
で
は
、
伝
承
と
伝
世
品
を
中
心
と

し
た
研
究
が
展
開
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。

1
9
1
7
年
の
『
犬
山
陶
器
誌
』
に
お

い
て
田
部
井
鉚
太
郎
氏
が
、
今
井
焼
に
つ

い
て
の
伝
承
な
ど
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い

る
（
田
部
井
1
9
1
7
）。
田
部
井
氏
は
、

今
井
焼
は
元
禄
年
間
に
丹
羽
郡
今
井
の
郷

士
奥
村
傳
三
郎
が
宮
ヶ
洞
に
開
窯
し
、
二

代
、
三
代
と
継
続
し
た
が
三
代
目
の
太
右

衛
門
の
死
後
、
廃
窯
し
た
と
す
る
。
初
代

傳
三
郎
は
享
保
十
五
（
1
7
3
0
）
年
、

二
代
源
助
は
延
享
五
（
1
7
4
8
）
年
、

三
代
太
右
衛
門
は
安
永
十
（
1
7
8
1
）

年
に
そ
れ
ぞ
れ
没
し
て
い
る
。
今
井
焼
と

伝
え
ら
れ
る
伝
世
品
は
前
述
の
石
作
神

社
の
陶
製
狛
犬
や
寛
保
三
（
1
7
4
3
）

年
銘
の
あ
る
燈
籠
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
後
の
論
考
は
、
こ
の
『
犬
山
陶
器

誌
』
と
凡
そ
同
様
の
内
容
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
今
井
の
郷
士
奥
村
傳
三
郎
に

関
す
る
伝
承
が
中
心
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
ま
た
、『
尾
張
の
古
陶
』
に

お
い
て
は
、
角
印
の
以
外
の
押
印
（
尾
関

氏
所
蔵
の
茶
壺
の
押
印
か
）
が
提
示
さ
れ

る
（
原
1
9
3
0
）。
こ
の
よ
う
な
伝
承

中
心
の
研
究
の
流
れ
の
中
で
、
1
9
5
6

年
の
亀
井
京
一
氏
著
『
今
井
誌
』（
亀
井

1
9
5
6
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
今
井
焼

に
関
す
る
研
究
が
伝
承
を
も
っ
て
史
実
と

し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
遺
物
と
史
料
に

よ
っ
て
伝
承
の
す
り
合
わ
せ
を
試
み
、
奥

村
家
の
家
系
図
や
今
井
村
名
寄
帳
を
も
と

写真２　宮ヶ洞古窯跡の現況（左斜面に立地）

写
真
３　

石
作
神
社
の
境
内
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に
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
亀
井
氏
は

宮
ヶ
洞
窯
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
も
触

れ
、
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
押
印
の
ほ
と

ん
ど
が
角
印
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

1
9
6
4
年
の
柴
田
貞
一
氏
著
「
犬
山

焼
陶
器
史
」（
柴
田
1
9
6
4
）
は
、
生

産
内
容
か
ら
最
初
の
陶
工
は
東
濃
可
児
郡

人
で
あ
る
と
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
当
該
期
に
お
い
て

は
、
奥
村
傳
三
郎
に
関
す
る
伝
承
や
伝
世

品
を
中
心
に
論
が
展
開
さ
れ
る
。
亀
井
氏

や
柴
田
氏
に
よ
っ
て
伝
承
の
検
討
が
試
み

ら
れ
て
い
る
も
、『
犬
山
陶
器
誌
』
を
踏

襲
す
る
に
留
ま
り
、
実
証
的
な
研
究
が
不

十
分
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

1
9
7
0
年
代
後
半
に
入
り
、
こ
れ

ま
で
の
伝
承
・
伝
世
品
中
心
の
研
究
か
ら

窯
跡
か
ら
の
陶
片
に
よ
る
考
察
が
な
さ

れ
、
考
古
資
料
に
よ
る
実
証
的
な
研
究
の

進
展
が
み
ら
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た

伝
世
品
の
再
検
討
も
行
わ
れ
る
。

佐
々
木
健
二
氏
に
よ
っ
て
、
宮
ヶ
洞

窯
跡
の
踏
査
が
行
わ
れ
、
採
集
し
た
陶

片
よ
り
今
井
焼
の
生
産
内
容
が
示
さ

れ
、
宝
暦
年
間
開
窯
、
安
永
末
年
廃
窯
と

す
る
伝
承
が
有
力
視
さ
れ
た
（
佐
々
木

1
9
7
7
）。
佐
々
木
氏
は
今
井
焼
の
時

期
を
1
8
世
紀
後
半
代
に
想
定
し
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
元
禄
期
に
は
豊
富
に

あ
っ
た
器
種
が
少
な
く
な
る
こ
と
、
元
禄

期
か
ら
の
系
譜
上
に
あ
る
鉄
釉
徳
利
、
水

注
な
ど
の
器
種
と
、
1
9
世
紀
以
降
に

出
現
す
る
と
さ
れ
る
へ
こ
み
三
角
徳
利
な

ど
の
新
旧
の
様
相
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
、
今
井
焼
が
雑
器
中
心
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
窯
を
藩
の
関
与
を
考
慮
し
な
が
ら

も
藩
内
の
民
需
を
目
的
と
し
た
雑
器
生
産

窯
と
位
置
付
け
た
。浅
井
藤
雄
氏
著
の「
犬

山
焼
の
す
ば
ら
し
さ
」
で
は
今
井
焼
が
犬

山
焼
の
第
Ⅰ
期
に
編
年
さ
れ
る
（
浅
井

1
9
7
7
）。
ま
た
、
1
9
7
9
年
に
は

犬
山
焼
今
井
窯
と
し
て
油
壷
な
ど
8
点

が
市
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

1
9
8
0
年
に
は
愛
知
県
陶
磁
資
料
館

に
て「
よ
み
が
え
る
華
麗
な
世
界
犬
山
焼
」

展
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
図
録
に
お
い
て
江

崎
氏
が
宝
暦
年
間
以
前
と
さ
れ
る
伝
世
品

に
つ
い
て
、
瀬
戸
・
美
濃
の
製
品
と
明
確

に
区
別
で
き
ず
創
窯
期
を
解
明
す
る
積
極

的
な
資
料
と
は
な
り
え
な
い
と
指
摘
し
て

い
る
（
江
崎
1
9
8
0
）。
そ
の
後
福
井

県
陶
芸
館
、
犬
山
市
文
化
史
料
館
、
可
児

市
郷
土
歴
史
館
な
ど
で
犬
山
焼
を
取
り
上

げ
た
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、
今
井
焼
に
つ

い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た

な
資
料
と
し
て
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
や

尾
張
藩
上
屋

敷
遺
跡
で
の

今
井
焼
と
さ

れ
る
遺
物
の

出
土
例
が
報

告
さ
れ
、
よ

り
広
域
な
流

通
の
可
能
性

が
示
唆
さ
れ

る
（
江
崎

1
9
9
7
）。

近
年
で

は
、
仲
野
泰

裕
氏
が
石
作

神
社
の
陶
製

狛
犬
に
つ
い

て
元
禄
年
間

頃
に
美
濃
に

お
い
て
焼
か
れ
た
作
品
群
の
一
例
で
あ
る

と
指
摘
し
、
ま
た
今
井
焼
を
摺
り
絵
技
法

の
最
終
末
段
階
に
位
置
す
る
と
し
て
注
目

し
て
い
る
（
仲
野
1
9
9
9
）。

以
上
、
今
井
焼
の
研
究
史
を
概
観
し
た

が
、
前
出
の
文
献
を
踏
襲
し
て
い
る
部
分

も
多
く
、
研
究
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ
る
。
研
究
史
に
お
い
て
論
点
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
操
業
時
期
で
あ
る
。
操
業
開

始
時
期
は
伝
承
に
よ
る
部
分
が
多
く
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
文
献
資
料
の
存
在

は
い
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
操
業
期

間
は
、
当
初
か
ら
『
犬
山
陶
器
誌
』
を
は

じ
め
、
郷
士
奥
村
傳
三
郎
の
伝
承
を
も
と

に
語
ら
れ
て
い
た
が
、
宮
ヶ
洞
古
窯
跡
で

の
採
集
資
料
が
再
検
討
さ
れ
、
宝
暦
年
間

が
妥
当
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
初
代
奥

村
傳
三
郎
は
享
保
年
間
に
は
没
し
て
お
り

（
※
注
２
）、
宝
暦
年
間
開
窯
で
は
初
代
奥

村
傳
三
郎
が
開
窯
し
た
と
い
う
伝
承
は
当

図 1　宮ヶ洞窯跡　位置図
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一 般 論 考

て
は
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
伝
承
を
ど
う
評

価
す
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
え

る
。
ま
た
今
井
焼
と
犬
山
藩
の
関
わ
り
、

「
犬
山
焼
」
の
位
置
づ
け
な
ど
問
題
点
も

残
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
採
集
資
料
の
限
界
は
あ
る
が
、
伝
世

品
を
含
め
た
今
井
焼
と
さ
れ
る
資
料
の
精

査
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
大
塚
友

恵
）

４
．
宮
ヶ
洞
窯
跡
採
集
資
料
の

紹
介こ

こ
で
は
、
宮
ヶ
洞
窯
跡
か
ら
採
集
し

た
遺
物
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
遺
物
の
採

集
は
、中
野
耕
司
、中
野
拳
弥
、岩
田
紗
絵
、

大
塚
友
恵
、
青
木　

修
の
5
名
に
よ
り
、

平
成
2
5
年
1
月
か
ら
平
成
2
6
年

2
月
の
期
間
に
５
日
間
実
施
し
た
。
採

集
遺
物
は
、
コ
ン
テ
ナ
（
Pｰ

2
7
）
に

換
算
し
て
約
４
箱
分
の
量
に
相
当
し
、
陶

器
と
窯
道
具
に
分
類
可
能
で
あ
り
、
前
者

は
碗
類
（
丸
碗
、
小
碗
、
せ
ん
じ
、
筒
形

碗
）、
皿
類
（
摺
絵
皿
、
灯
明
皿
、
皿
）、

鉢
・
鍋
類
（
片
口
、
植
木
鉢
、
行
平
、
鍋
、

鉢
）、
瓶
・
壺
類
（
徳
利
、
汁
次
、
花
瓶
、

尿
瓶
、
有
耳
壺
）、
そ
の
他
（
蓋
、
灯
明

具
、
香
炉
）、
後
者
は
、
薬
研
車
、
筒
ド
チ
、

エ
ン
ゴ
ロ
、
輪
ド
チ
、
ヘ
ダ
テ
、
棚
板
な

ど
で
あ
る
。
た
だ
、
多
く
は
破
片
資
料
の

た
め
、
全
体
の
形
状
を
示
す
個
体
は
少
な

く
、
器
種
名
を
特
定
で
き
な
い
資
料
も
少

な
く
な
い
。
な
お
、
比
較
的
多
く
採
集
で

き
た
遺
物
は
、
窯
道
具
類
を
除
け
ば
、
片

口
、
徳
利
、
有
耳
壺
で
あ
る
。

以
下
、各
器
種
に
つ
い
て
特
徴
を
記
す
。

法
量
は
必
要
に
応
じ
て
本
文
中
に
て
扱
う

が
、
多
く
は
計
測
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１
） 

丸
碗
（
１
～
７
）　　

飴
釉
（
１

～
６
）と
鉄
釉（
７
）の
も
の
に
分
類
で
き
、

後
者
は
や
や
小
形
の
器
形
で
あ
る
。
口
縁

部
及
び
高
台
周
辺
の
断
片
的
な
資
料
が
多

い
た
め
、各
部
位
を
総
合
的
に
紹
介
す
る
。

削
り
出
し
輪
高
台
を
有
し
、
体
部
下
半
は

丸
く
、
体
部
上
半
か
ら
直
立
し
、
口
縁
部

は
尖
り
気
味
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
体

部
下
半
は
回
転
ヘ
ラ
ナ
デ
、
口
縁
部
周
辺

は
回
転
ナ
デ
に
よ
り
丁
寧
な
調
整
が
施
さ

れ
て
い
る
。
釉
薬
は
、
高
台
周
辺
を
除
い

て
漬
け
掛
け
さ
れ
、
飴
釉
の
も
の
は
透
明

感
の
あ
る
緑
褐
色
を
呈
す
る
。

（
２
） 

小
碗
（
８
）　　

灰
釉
の
も
の

が
１
点
の
み
確
認
で
き
た
。
基
本
形
状
及

び
調
整
技
法
等
は
丸
碗
に
共
通
す
る
。
体

部
の
器
壁
は
薄
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
底
部
の
そ
れ
は
厚
く
な
る
点
が

指
摘
で
き
る
。
釉
薬
は
、
高
台
周
辺
を
除

い
て
、
灰
釉
が
漬
け
掛
け
さ
れ
、
明
緑
色

を
呈
す
る
。

（
３
） 

筒
型
碗
（
９
）　　

底
部
周
辺

の
資
料
の
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

体
部
が
直
立
す
る
こ
と
か
ら
筒
型
碗
と
し

た
。
丸
碗
に
比
べ
て
高
台
が
低
い
形
状
で

あ
る
。
高
台
を
除
い
て
鉄
釉
が
施
さ
れ
て

い
る
。

（
４
） 

せ
ん
じ
（
1
0
）　　

１
点
の

み
確
認
で
き
た
。
体
部
中
段
で
屈
曲
し
、

口
縁
部
に
か
け
て
直
立
す
る
点
が
特
徴
で

あ
る
。
高
台
の
成
形
は
丸
碗
に
共
通
す
る

が
、
高
台
の
内
側
は
深
く
、
中
央
部
付
近

で
は
浅
く
削
り
込
ま
れ
て
い
る
。釉
薬
は
、

高
台
周
辺
を
除
い
て
灰
釉
が
漬
け
掛
け
さ

れ
、
透
明
感
の
あ
る
明
緑
色
を
呈
す
る
。

（
５
） 

拳
骨
茶
碗
（
1
1
～
1
4
）　

　

体
部
の
二
方
を
指
で
押
さ
え
、
凹
ま
せ

る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
底
部
中
央
付
近
を

凹
ま
せ
、
幅
広
の
高
台
を
成
形
し
、
体
部

は
直
立
さ
せ
、
筒
形
を
呈
す
る
。
体
部
外

面
に
は
成
形
に
よ
る
ロ
ク
ロ
目
が
明
瞭
に

確
認
で
き
る
。
1
2
・
1
3
の
資
料
に
は
、

高
台
の
外
面
に
押
印
が
施
さ
れ
て
い
る
点

が
特
徴
で
あ
る
。
押
印
は
、
1
．
0
㎝
×

1
．
5
㎝
の
四
角
に
「
犬
山
」
の
文
字
を

縦
に
配
列
し
、「
犬
」
の
文
字
は
、
点
の

位
置
が
文
字
の
中
段
に
配
さ
れ
て
い
る
。

釉
薬
は
、
器
全
体
に
鉄
釉
を
施
し
た
後
、

高
台
外
端
部
の
み
拭
き
取
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
な
お
、
押
印
は
施
釉
前
に
施
さ
れ

て
い
る
。

（
６
） 

摺
絵
皿
（
1
5
）　　

口
縁
部

の
破
片
資
料
の
た
め
、
体
部
内
面
の
状
況

が
確
認
で
き
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、

別
器
種
の
可
能
性
も
あ
る
。
回
転
ナ
デ
に

よ
る
成
形
で
、
体
部
下
段
と
中
段
に
は
強

い
ヘ
ラ
削
り
に
よ
る
明
瞭
な
稜
線
が
一
周

し
て
い
る
。
釉
薬
は
、
口
縁
部
及
び
内
面

に
は
灰
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
体
部
下

半
は
露
胎
で
あ
る
。

（
７
） 

灯
明
皿
（
1
6
・
1
7
）　

２
点

出
土
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
焼
成
が

弱
い
。
1
6
は
無
釉
で
あ
る
の
に
対
し
、

1
7
は
鉄
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。
底
部

は
、
そ
の
内
側
を
削
り
込
み
、
碁
笥
底
状

に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
体
部
下
半
は
回
転

ヘ
ラ
ナ
デ
調
整
が
施
さ
れ
、
口
縁
部
の
外

反
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
釉
薬
は
、
底
部
周

辺
を
除
い
て
施
さ
れ
て
い
る
。

（
８
） 

皿
（
1
8
・
1
9
）　　

高
台
周

辺
の
資
料
の
た
め
、
器
種
名
を
特
定
で
き

な
い
が
、
体
部
が
大
き
く
開
い
て
立
ち
上

が
る
こ
と
か
ら
皿
類
に
分
類
さ
れ
る
と
判

断
し
た
。
ヘ
ラ
削
り
調
整
さ
れ
た
底
部
外

面
に
、
断
面
三
角
形
の
付
高
台
を
有
し
、
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高
台
は
鋭
利
な
工
具
で
ア
ー
チ
状
に
切
り

取
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
1
9
で
は
高

台
の
切
り
取
り
が
３
か
所
に
確
認
で
き

る
。
い
ず
れ
も
無
釉
で
あ
る
が
、
胎
土
の

色
調
は
、
1
8
が
灰
白
色
、
1
9
は
黄

白
色
を
呈
す
る
。

（
９
） 

鉢
（
2
0
～
2
2
）　　

口
縁

部
（
2
0
）
と
底
部
（
2
1
・
2
2
）
の

資
料
で
あ
る
が
、
異
な
る
器
種
の
可
能
性

も
あ
る
。
2
0
は
、
体
部
下
半
か
ら
口

縁
部
に
か
け
て
直
立
し
、
口
縁
上
端
部
に

は
平
坦
面
が
成
形
さ
れ
て
い
る
。
口
縁
部

を
強
く
押
さ
え
て
い
る
。
内
面
は
平
滑
で

あ
る
の
に
対
し
、
外
面
は
ロ
ク
ロ
目
が
明

瞭
に
確
認
で
き
る
。
体
部
下
端
を
除
き
飴

釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。
2
1
・
2
2
は
、

底
部
内
面
を
削
り
込
み
、
碁
笥
底
に
成
形

し
て
い
る
。
体
部
下
半
付
近
は
回
転
ヘ
ラ

ナ
デ
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
底
部
外
面

に
は
輪
ド
チ
が
付
着
し
て
い
る
。釉
薬
は
、

底
部
周
辺
を
除
い
て
、
飴
釉
が
施
さ
れ
て

い
る
。

（
1
0
） 

片
口
（
2
3
～
3
7
）　　

採
集
し
た
資
料
で
は
最
も
多
い
が
、
全
体

の
形
状
を
復
元
で
き
る
個
体
は
な
い
た

め
、
各
部
位
を
総
合
的
に
判
断
し
て
紹
介

す
る
。
回
転
ヘ
ラ
削
り
輪
高
台
を
有
し
、

そ
の
端
部
は
幅
広
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
底
部
か
ら
緩
や
か
に
立
ち
上
が
り
、

体
部
上
半
は
ほ
ぼ
直
立
し
、
口
縁
部
は
折

り
返
し
て
玉
縁
状
を
呈
す
る
。
口
縁
上
端

部
は
平
坦
面
が
成
形
さ
れ
て
い
る
。
注
ぎ

口
（
5
2
・
5
3
）
は
、
口
縁
部
の
一
か

所
を
Ｕ
字
状
に
切
り
取
り
、
粘
土
板
を
樋

状
に
し
て
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
体
部

下
半
は
回
転
ヘ
ラ
ナ
デ
、
体
部
上
半
か
ら

口
縁
部
は
回
転
ナ
デ
に
よ
り
調
整
が
施
さ

れ
て
い
る
。
釉
薬
は
、
高
台
周
辺
を
除
い

て
飴
釉
が
施
さ
れ
、
概
ね
緑
褐
色
を
呈
す

る
。
た
だ
し
、
3
4
は
灰
釉
が
施
さ
れ

て
い
る
。

（
1
1
） 
植
木
鉢
（
3
8
）　　

１
点

の
み
で
あ
る
が
、
混
入
品
の
可
能
性
も
否

め
な
い
。
底
部
中
央
の
穿
孔
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、
体
部
形
状
か
ら
植
木
鉢
と

判
断
し
た
。
削
り
出
し
輪
高
台
を
有
し
、

そ
の
端
部
は
幅
広
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
体
部
は
直
立
し
、
口
縁
部
は
水
平
方

向
へ
屈
曲
す
る
が
、
上
端
部
は
平
坦
に
仕

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
高
台
に
は
ア
ー
チ
状

に
切
り
取
り
さ
れ
て
い
る
。
高
台
周
辺
と

口
縁
部
を
除
く
内
面
以
外
は
灰
釉
が
施
さ

れ
て
い
る
。
釉
薬
の
発
色
は
、
他
の
灰
釉

製
品
と
異
な
り
透
明
感
が
無
い
点
が
指
摘

で
き
る
。

（
1
2
） 

鍋 

（
3
9
）　　

口
縁
部
の

破
片
資
料
で
あ
る
。
体
部
は
ロ
ク
ロ
回
転

に
よ
り
薄
手
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
口

縁
部
に
は
山
形
の
釣
手
が
手
捏
ね
に
よ
り

付
設
さ
れ
、
棒
状
の
器
具
に
よ
り
三
か
所

に
穿
孔
が
施
さ
れ
て
い
る
。
釉
薬
は
、
内

外
面
に
錆
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
） 

行
平
（
4
0
）　　

注
ぎ
口

と
口
縁
部
付
近
の
資
料
で
あ
る
。
体
部
上

半
か
ら
内
向
し
て
口
縁
部
に
至
り
、
口
縁

端
部
の
内
側
に
は
蓋
の
受
部
が
成
形
さ
れ

て
い
る
。
体
部
は
、
回
転
ナ
デ
に
よ
り
薄

く
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
ぎ
口

は
、
口
縁
部
下
を
断
面
U
字
状
に
切
り

抜
き
、
粘
土
板
を
樋
状
に
し
て
手
捏
ね
に

よ
り
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
注
ぎ
口
の

上
部
に
は
、
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
、
把
手

が
付
設
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
釉

薬
は
、
外
面
に
鉄
釉
が
厚
く
施
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
内
面
は
錆
釉
が
薄
く
確
認

で
き
る
。な
お
、蓋
の
受
部
は
露
胎
と
な
っ

て
い
る
。

（
1
4
） 

徳

利
（
4
1
～
5
5
、

5
7
・
5
8
、7
6
～
7
8
）　　

底
部
と

胴
部
、
口
縁
部
周
辺
の
資
料
が
あ
る
が
、

全
体
を
概
観
で
き
な
い
。
徳
利
の
範
疇
に

含
ま
れ
る
が
、
形
態
の
異
な
る
個
体
が
あ

る
た
め
、
形
状
の
類
似
す
る
部
位
ご
と
に

紹
介
す
る
。
4
1
～
4
4
は
、
口
縁
部

で
あ
る
。
細
い
頸
部
と
口
縁
部
は
折
り
返

し
て
玉
縁
状
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。
肩

部
に
は
櫛
描
に
よ
る
沈
線
が
一
周
し
て
い

る
。
釉
薬
は
、
飴
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。

4
5
～
5
2
は
、
削
り
出
し
輪
高
台
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
5
2
は
や
や
大

形
に
分
類
さ
れ
る
。
釉
薬
は
、
飴
釉
が
施

さ
れ
て
い
る
。
5
3
～
5
5
は
、「
高

田
徳
利
」
あ
る
い
は
「
貧
乏
徳
利
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
底
部
を
削
り
込
み
、
碁

笥
底
状
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
高
台
の
端

部
は
、
幅
広
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
体
部

の
立
ち
上
が
り
は
強
く
、
細
身
の
胴
部
に

仕
上
が
る
。
釉
薬
は
、
底
部
付
近
を
除
き

灰
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。
5
7
・
5
8
は
、

平
底
で
胴
部
下
半
に
明
瞭
な
稜
線
が
一
周

し
て
い
る
。
資
料
か
ら
確
認
で
き
て
い
な

い
が
、
胴
部
を
凹
ま
せ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。
底
部
か
ら
胴
部
下
半
は
ヘ
ラ
ナ
デ

に
よ
り
調
整
さ
れ
て
い
る
。
底
部
外
面
に

輪
ド
チ
が
付
着
し
て
い
る
。
釉
薬
は
、
底

部
外
面
を
除
い
て
飴
釉
が
施
さ
れ
て
い

る
。
7
6
～
7
8
は
、
胴
部
下
端
に
明

瞭
な
稜
線
が
一
周
し
、
胴
部
は
垂
直
方
向

へ
立
ち
上
が
る
。
7
7
は
、
削
り
出
し

輪
高
台
、
7
6
・
7
8
は
付
高
台
の
可
能

性
が
高
い
。
釉
薬
は
、
飴
釉
が
施
さ
れ
て

い
る
が
、
内
面
は
露
胎
で
あ
る
。
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一 般 論 考

（
1
5
） 

汁
次
（
5
6
）　　

１
点
の

み
確
認
で
き
た
。
内
面
に
施
釉
が
認
め
ら

れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
削
り
出
し
輪
高

台
を
有
し
、
徳
利
に
比
べ
て
体
部
の
立
ち

上
が
り
が
強
い
。
体
部
下
半
に
は
後
付
け

に
よ
る
把
手
が
確
認
で
き
る
。
釉
薬
は
、

底
部
周
辺
を
除
い
て
錆
釉
が
施
さ
れ
て
い

る
。（

1
6
） 

花
瓶 

（
5
9
～
6
2
）　　

大
形
（
5
9
・
6
0
）
と
小
形
（
6
1
・

6
2
）
に
分
類
可
能
で
あ
る
が
、
全
体
の

形
状
を
示
す
資
料
は
無
い
。
糸
切
未
調
整

の
底
部
を
有
し
、胴
部
は
大
き
く
膨
ら
み
、

頸
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
は
大
き
く
開

く
形
状
を
呈
す
る
。
6
0
に
は
、
胴
部

上
段
に
突
器
が
二
か
所
に
付
設
さ
れ
て
い

る
。
成
形
は
ロ
ク
ロ
回
転
を
利
用
し
て
、

底
部
か
ら
口
縁
部
ま
で
水
挽
き
さ
れ
て
い

る
。
釉
薬
は
、
底
部
内
外
面
を
除
い
て
鉄

釉
が
漬
け
掛
け
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
） 

尿
瓶
（
6
3
・
6
4
）　　

胴

部
と
把
手
の
破
片
資
料
で
あ
る
。
削
り
出

し
輪
高
台
を
有
し
、
胴
部
上
段
に
最
大
径

を
測
る
。
回
転
ナ
デ
に
よ
り
成
形
し
、
回

転
ヘ
ラ
削
り
に
よ
り
胴
部
上
段
ま
で
調
整

が
施
さ
れ
て
い
る
。
把
手
は
、
粘
土
紐
か

ら
手
捏
ね
に
よ
り
成
形
し
、
断
面
は
長
軸

1
．
7
㎝
の
楕
円
形
を
呈
す
る
。
釉
薬
は
、

飴
釉
が
底
部
周
辺
を
除
く
内
外
面
に
漬
け

掛
け
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
把
手
は
前

面
に
鉄
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（
1
8
） 

有
耳
壺
（
6
5
～
7
5
）　

　

口
縁
部
と
底
部
周
辺
の
資
料
で
あ
り
、

全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
6
5
・

6
6
は
、
ヘ
ラ
削
り
調
整
の
施
さ
れ
た

平
底
で
、
6
5
に
は
底
部
外
縁
に
沿
っ

て
細
い
沈
線
が
一
周
し
、「
犬
山
」
の
押

印
が
施
さ
れ
て
い
る
。
釉
薬
は
、
底
部

外
面
を
除
い
て
飴
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。

6
7
～
7
1
は
、
肩
部
か
ら
口
縁
部
の

資
料
で
、
粘
土
紐
に
よ
り
耳
部
が
二
か
所

に
付
設
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
耳
部
が
確

認
で
き
な
い
資
料
も
あ
る
。
頸
部
は
垂
直

方
向
へ
短
く
立
ち
上
が
り
、
口
縁
上
端
部

に
は
平
坦
面
が
成
形
さ
れ
て
い
る
。
肩
部

に
は
櫛
描
文
が
認
め
ら
れ
る
も
の（
6
7
・

6
9
・
7
1
）
が
あ
る
。
釉
薬
は
、
飴
釉

が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
口
縁
上
端
部
は

拭
き
取
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
7
2
～

7
5
は
、
高
台
径
が
1
1
㎝
前
後
の
も

の
で
あ
る
。
7
5
は
、
底
部
外
面
に
糸

切
痕
が
認
め
ら
れ
、
付
高
台
の
可
能
性
が

高
い
。

（
1
9
） 

蓋
（
7
9
～
8
4
）　　

い

わ
ゆ
る
落
し
蓋
と
呼
ば
れ
る
形
態
で
あ

る
。
大
形
と
小
形
の
も
の
に
分
類
さ
れ
、

大
形
の
も
の
（
7
9
・
8
0
）
は
有
耳
壺

に
伴
う
。
糸
切
未
調
整
の
平
底
で
、
体
部

か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
大
き
く
外
反
す

る
。
7
9
・
8
0
・
8
9
の
笠
部
中
央
に

は
、
ツ
マ
ミ
が
確
認
で
き
、
8
0
は
円

柱
状
を
呈
す
る
。
釉
薬
は
、
8
8
・
8
9

の
資
料
で
飴
釉
が
施
さ
れ
、
他
は
無
釉
と

判
断
し
た
。

（
2
0
） 

灯
明
具
（
8
5
～
8
8
）　

　

受
皿
と
台
部
（
芯
立
）
が
あ
る
。
受
皿

の
底
部
は
、
中
央
付
近
を
削
り
込
み
、
碁

笥
底
状
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
台
部
は
、

皿
の
内
側
に
接
合
さ
れ
る
。
回
転
ナ
デ
に

よ
り
成
形
さ
れ
、
口
縁
部
は
内
側
に
折
り

返
さ
れ
、
上
端
部
に
は
平
坦
面
が
成
形
さ

れ
て
い
る
。
釉
薬
は
、
底
部
周
辺
を
除
い

て
鉄
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（
2
1
） 

香
炉
（
8
9
・
9
0
）　　

筒

形
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
回
転
ヘ

ラ
削
り
の
施
さ
れ
た
底
部
の
外
面
に
は
手

捏
ね
に
よ
り
三
足
が
付
け
ら
れ
る
。
体
部

は
直
立
し
、
口
縁
部
は
内
側
方
向
へ
突
出

し
、
上
端
部
に
は
幅
広
の
平
坦
面
が
成
形

さ
れ
て
い
る
。
体
部
は
回
転
ナ
デ
に
よ
り

調
整
さ
れ
、
内
面
に
は
ロ
ク
ロ
目
が
明
瞭

に
残
る
。
体
部
に
は
、
丸
鑿
状
の
工
具
に

よ
り
半
菊
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。釉
薬
は
、

底
部
周
辺
と
体
部
内
面
を
除
い
て
鉄
釉
が

施
さ
れ
て
い
る
。

（
2
2
） 

薬
研
車
（
9
1
）　　

直
径

1
9
．
2
㎝
、
厚
さ
1
．
6
～
2
．
7

㎝
を
測
る
。
粘
土
板
を
円
形
に
成
形
し
、

ヘ
ラ
ナ
デ
に
よ
り
調
整
が
施
さ
れ
て
い

る
。
中
央
に
は
一
辺
2
．
1
㎝
の
方
形

の
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
釉
薬
は
、
前
面

に
錆
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。
外
縁
付
近
に

は
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
、
本
窯
跡
で
窯
道

具
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
2
3
） 

窯
道
具
類
（
9
2
～

1
0
3
）　　

筒
ド
チ
（
9
2
～
9
4
）、

匣
鉢
（
9
5
～
9
7
）、輪
ド
チ
（
9
8
）、

ヘ
ダ
テ
（
9
9
・
1
0
0
）、棚
板
（
1
0
1

～
1
0
3
）
が
あ
る
。
筒
ド
チ
は
、
ロ

ク
ロ
回
転
に
よ
り
成
形
し
、
底
部
は
糸
切

り
後
、
鋭
利
な
工
具
で
切
抜
き
、
手
捏
ね

に
よ
り
三
足
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
匣
鉢

は
、
大
形
の
も
の
（
9
5
・
9
6
）
と
小

形
の
も
の
（
9
7
）
が
あ
る
。
糸
切
り
未

調
整
の
平
底
で
、
体
部
は
垂
直
に
立
ち
上

が
る
。
底
部
は
、
内
側
か
ら
強
く
押
さ
え

て
丸
底
に
成
形
し
て
い
る
。
器
表
面
に
は

回
転
ナ
デ
に
よ
る
凹
凸
が
明
瞭
に
確
認
で

き
る
。
底
部
内
面
に
は
、
鉄
釉
の
碗
類
と

思
わ
れ
る
高
台
が
付
着
し
て
い
る
。
輪
ド

チ
は
、
粘
土
紐
を
輪
状
に
し
て
成
形
す

る
。
碗
類
の
焼
成
に
使
用
さ
れ
る
場
合
も
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あ
る
。
ヘ
ダ
テ
は
、
砂
粒
の
多
い
粗
い
胎

土
が
利
用
さ
れ
、
手
で
握
っ
て
成
形
さ
れ

る
た
め
指
圧
痕
が
認
め
ら
れ
る
。棚
板
は
、

一
辺
1
6
㎝
前
後
、
厚
さ
２
㎝
前
後
で

あ
る
。
1
0
1
は
、
直
径
9
.
5
㎝
の

高
台
痕
と
そ
の
裏
面
に
は
線
刻
が
施
さ
れ

て
い
る
。（
青
木 

修
）

５　

窯
跡
の
特
徴
と
意
義

最
後
に
、
本
窯
跡
に
関
す
る
所
見
を
ま

と
め
る
こ
と
に
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、

窯
跡
に
お
け
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
た
め
遺
構
に
関
す
る
情
報
は
皆
無

で
あ
る
が
、
現
況
地
形
か
ら
見
る
窯
跡

は
、
丘
陵
尾
根
と
谷
底
の
高
低
差
が
少
な

く
、
西
へ
延
び
る
丘
陵
の
南
向
き
斜
面
に

展
開
す
る
と
予
想
さ
れ
、
盗
掘
に
よ
り
攪

乱
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
窯
体
は
比
較

的
良
好
に
残
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
、
窯
体
の
位
置
や
規
模
な
ど

は
特
定
し
え
な
い
が
、
斜
面
の
中
段
付
近

に
は
平
坦
面
が
確
認
で
き
、
工
房
跡
の
存

在
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

採
集
し
た
遺
物
は
、
碗
類
、
皿
類
、

鉢
類
、
瓶
・
壺
類
、
そ
の
他
と
窯
道
具
類

に
分
類
さ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
お
け
る
瀬

戸
・
美
濃
窯
の
生
産
器
種
に
つ
な
が
る
内

容
で
、
日
用
品
の
量
産
を
主
眼
と
し
た
構

成
で
あ
り
、
特
殊
品
と
判
断
さ
れ
る
器
種

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
遺
物
量
で
は
、

片
口
、
徳
利
、
有
耳
壺
が
多
く
、
小
皿
類

は
少
な
い
傾
向
が
示
さ
れ
た
が
、
小
皿
類

の
代
表
的
な
器
種
で
あ
る
摺
絵
皿
は
、
疑

わ
し
い
破
片
資
料
の
み
で
あ
り
、
1
8

世
紀
前
半
ま
で
量
産
さ
れ
た
輪
禿
皿
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
碗
類
で
は
、
丸
碗
・

小
碗
を
は
じ
め
、
1
8
世
紀
の
第
３
四

半
期
に
登
場
す
る
せ
ん
じ
や
拳
骨
茶
碗
な

ど
の
器
種
が
認
め
ら
れ
た
。
釉
薬
は
、
飴

釉
と
鉄
釉
、
灰
釉
な
ど
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
拳
骨
茶
碗
の
高
台

端
部
に
施
さ
れ
た
「
犬
山
」
の
押
印
で
あ

る
。有
耳
壺
の
底
部
に
も
認
め
ら
れ
た
が
、

す
べ
て
同
じ
意
匠
に
よ
る
も
の
で
、「
犬
」

の
変
形
文
字
を
採
用
し
た
点
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
引
き
続
き

検
証
し
て
い
き
た
い
。
鉢
類
で
は
、
飴
釉

の
片
口
が
量
産
さ
れ
、
底
部
の
法
量
値
か

ら
大
小
の
器
形
が
想
定
さ
れ
る
。
植
木
鉢

は
混
入
品
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
か
っ

た
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
当
時
の
流

行
品
と
し
て
江
戸
へ
向
け
大
量
に
消
費
さ

れ
た
器
種
の
一
つ
で
も
あ
る
。
瓶
・
壺
類

で
は
、
徳
利
と
有
耳
壺
が
量
産
さ
れ
、
徳

利
は
形
態
の
異
な
る
器
種
が
認
め
ら
れ

た
。い
わ
ゆ
る「
高
田
徳
利
」あ
る
い
は「
貧

乏
徳
利
」
と
呼
ば
れ
る
器
種
に
は
、
灰
釉

が
、
そ
の
他
の
器
種
に
は
総
じ
て
飴
釉
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
花
瓶
は
、
大
小
の
器

形
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
鉄
釉
が
採
用
さ
れ

て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
有
耳
壺
も
量

産
器
種
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
大
小
の
器
種

が
存
在
し
、
飴
釉
の
も
の
が
多
い
。
そ
の

他
、
有
耳
壺
に
伴
う
蓋
、
灯
明
具
、
香
炉

な
ど
が
あ
る
。
灯
明
具
は
、
1
8
世
紀

中
頃
ま
で
量
産
さ
れ
る
器
種
で
あ
る
。
香

炉
は
、
体
部
に
半
菊
文
が
施
さ
れ
、
1
8

世
紀
中
頃
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
文
様
を

伴
う
器
種
で
あ
る
。
窯
道
具
と
し
て
特
筆

す
べ
き
は
、
薬
研
車
で
あ
る
。
外
縁
部
に

は
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
、
釉
薬
の
調
合
な

ど
に
利
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
器

種
の
成
形
は
、
ロ
ク
ロ
回
転
を
利
用
し
、

底
部
か
ら
体
部
・
胴
部
下
半
ま
で
は
回
転

ヘ
ラ
削
り
あ
る
い
は
ヘ
ラ
ナ
デ
を
多
用
し

て
い
る
。
ま
た
施
釉
方
法
は
漬
け
掛
け
を

基
本
と
し
、
総
じ
て
安
定
し
た
発
色
で
あ

り
、
成
熟
し
た
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た

と
判
断
で
き
る
。

以
上
、
遺
物
の
所
見
か
ら
、
瀬
戸
・
美

濃
窯
の
編
年
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る

と
、
各
器
種
に
お
け
る
型
式
学
的
な
差
異

は
比
較
的
少
な
い
と
判
断
で
き
る
。
ま

た
、
編
年
の
基
準
と
な
る
器
種
と
し
て
、

丸
碗
、
せ
ん
じ
、
徳
利
、
灯
明
具
、
香
炉

を
取
り
上
げ
て
も
、
連
房
式
登
窯
第
７
小

期
、
1
8
世
紀
中
葉
を
中
心
と
す
る
時

期
に
帰
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
せ
ん
じ
は
第
８
小
期
の
様
相
も
少
な

か
ら
ず
認
め
ら
れ
、
1
8
世
紀
後
葉
の

早
い
段
階
と
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
第
５
小
期
か
ら
第
６
小

期
、
1
7
世
紀
後
葉
か
ら
1
8
世
紀
前

葉
と
判
断
さ
れ
る
器
種
は
今
の
と
こ
ろ
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
本
窯
跡
の

操
業
は
1
8
世
紀
中
葉
か
ら
1
8
世
紀

後
葉
ま
で
に
相
当
し
、
少
な
く
と
も
元
禄

年
間
の
操
業
は
認
め
ら
れ
な
い
と
断
言
で

き
る
。
ま
た
、
今
井
の
郷
士
奥
村
家
が
窯

の
操
業
に
大
き
く
関
与
し
た
と
仮
定
す
れ

ば
、二
代
源
助
の
可
能
性
も
残
さ
れ
る
が
、

や
は
り
中
心
は
三
代
太
右
衛
門
で
あ
り
、

安
永
十
年
（
1
7
8
1
）
に
没
し
た
後
廃

窯
し
た
と
す
る
点
も
考
古
学
的
所
見
か
ら

概
ね
妥
当
で
あ
る
。

「
今
井
焼
」
に
関
し
て
、
こ
こ
で
提
示

し
た
内
容
は
、
資
料
的
な
制
約
も
あ
り
す

べ
て
の
問
題
点
を
解
決
で
き
た
わ
け
で
は

な
い
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
考

古
学
的
な
視
点
か
ら
出
土
遺
物
を
検
証

し
、
そ
の
所
見
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、「
今
井
焼
」
の
実
態
解
明
に
つ
な
が
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る
と
確
信
し
て
い
る
。
加
え
て
本
稿
を
一

読
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
教

示
を
願
い
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。ま
た
、

将
来
的
に
窯
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
詳
細
な
結
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
が
、
文
献
資
料
の
再

検
証
も
含
め
た
継
続
的
な
研
究
に
取
り
組

む
姿
勢
こ
そ
、犬
山
市
が
誇
る
「
犬
山
焼
」

に
お
け
る
普
及
活
動
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。（
青
木 

修
）

作
十
郎

原 

文
次
郎
、
1
9
2
9
、「
犬
山
の
道
平
」『
陶
磁
』
第

三
号
p
p
2
1ｰ

2
5
、
陶
磁
器
研
究
会

原 

文
次
郎
、
1
9
3
0
、『
尾
張
の
古
陶
』、
萬
里
閣
書

房可
兒
枡
太
郎
、
1
9
3
6
、『
日
本
ラ
イ
ン
の
犬
山
』、

犬
山
町
保
勝
会

藍
田
力
蔵
、1
9
3
6
、「
日
本
陶
工
傳〈
犬
山
地
方
〉」『
陶

器
講
座
』
第
1
2
巻
、
p
p
1
5
4ｰ

1
5
6
、
雄
山

閣陶
器
全
集
刊
行
会
、
1
9
3
9
、『
日
本
古
陶
銘
款
集　

東
海
・
甲
信
編
』、
宝
雲
舎

亀
井
京
一
、1
9
5
6
、『
今
井
誌
』、
亀
井
京
一

小
林
宗
一
、1
9
5
8
、「
犬
山
焼
」『
陶
説
』、

p
p
2
4ｰ

2
7
、
日
本
陶
磁
協
会

佐
藤
進
三
、1
9
5
9
、「
乾
山
展
と
犬
山
乾
山
」『
陶
説
』、

p
p
4
5ｰ

4
8
、
日
本
陶
磁
協
会

柴
田
貞
一
、1
9
6
4
、「
犬
山
焼
陶
器
史
」『
地
方
史
研

究
』
7
2
、
p
p
1
4ｰ

2
6
、
地
方
史
研
究
協
議
会

亀
井
京
一
、1
9
7
6
、『
犬
山
市
の
文
化
財
』
第
2
集
、

犬
山
市
教
育
委
員
会

佐
々
木
健
二
、1
9
7
7
、「
ま
ぼ
ろ
し
の
犬
山
焼
」『
名

古
屋
民
芸
』
p
p
4ｰ

5
、
名
古
屋
民
芸
協
会

浅
井
藤
雄
、
1
9
7
7
、「
犬
山
焼
の
す
ば
ら
し
さ
」『
い

ち
の
み
や
』
市
立
豊
島
図
書
館
館
報
第
1
4
1
号
、

p
p
1ｰ

3
、一
宮
市
立
豊
島
図
書
館

佐
々
木
健
二
、1
9
7
8
、「
犬
山
焼(

2)

」『
名
古
屋
民

芸
』、
p
p
3ｰ

5
、
名
古
屋
民
芸
協
会

浅
井
藤
雄
、
1
9
7
9
、「
み
な
お
さ
れ
た
犬
山
焼
」『
い

ち
の
み
や
』
市
立
豊
島
図
書
館
館
報
第
1
5
5
号
、

p
p
1ｰ

3
、一
宮
市
立
豊
島
図
書
館

永
竹 

威
・
小
野
正
人
他
、
1
9
7
9
、『
陶
器
講
座
』

第
4
巻
日
本
Ⅳ
江
戸
後
期
、
雄
山
閣
出
版

江
崎 

武
・
柴
垣 

勇
、
1
9
8
0
、『
よ
み
が
え
る
華
麗

な
世
界　

犬
山
焼
』、
愛
知
県
陶
磁
資
料
館

江
崎　

武
、1
9
8
2
、「
尾
張
・
三
河
の
や
き
も
の
」『
日

本
や
き
も
の
集
成
』
2　

東
海
甲
信
越
、
p
p
1
1
6

ｰ

1
1
8
、
平
凡
社 

福
井
県
陶
芸
館
、
1
9
8
9
、『
幕
末
尾
張
の
赤
絵
と
雲

錦
手　

犬
山
焼
展
』、
福
井
県
陶
芸
館

尾
関
作
十
郎
、
1
9
8
9
、「
犬
山
焼
展
に
寄
せ
て
」『
日

本
陶
磁
の
美　

犬
山
焼
の
精
華
』、
犬
山
市
文
化
史
料
館

梅
本 

博
志
ほ
か
、
1
9
9
0
、『
名
古
屋
城
三
の
丸
遺

跡
（
Ⅰ
）』
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書

第
1
5
集
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

犬
山
市
教
育
委
員
会
・
犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

1
9
9
0
、『
犬
山
市
史
』
史
料
編
五
近
世
下
、
犬
山
市

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
民
俗
調
査
団
編
、
1
9
9
5
、

『
今
井
の
民
俗
―
愛
知
県
犬
山
市
―
』、
東
京
女
子
大
学

文
理
学
部
民
俗
調
査
団

可
児
市
教
育
委
員
会
編
、
1
9
9
7
、『
犬
山
焼
名
品
展

　

江
戸
時
代
の
呉
州
赤
絵
と
雲
錦
手
』、
可
児
市
郷
土
歴

史
館

犬
山
市
教
育
委
員
会
・
犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

1
9
9
7
、『
犬
山
市
史
』
通
史
編
上
、
犬
山
市

仲
野
泰
裕
、
1
9
9
9
、『
企
画
展　

犬
山
焼
―
浅
井
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
』、
愛
知
県
陶
磁
資
料
館

仲
野
泰
裕
、
1
9
9
9
、「
尾
州
犬
山
焼
―
呉
州
手
写
・

雲
錦
手
の
華
麗
な
競
演
―
」『
陶
説
』
第
5
5
5
号
、

p
p
1
5ｰ

2
4
、
日
本
陶
磁
協
会

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、
2
0
0
7
、『
愛
知
県
史 

別
編
窯
業
3　

中
世
・
近
世
常
滑
系
』、
愛
知
県

本
稿
に
お
け
る
写
真
は
す
べ
て
中
野
耕
司
に
よ

る
。※

注
１
：
原
史
料
は
年
不
詳
。『
犬
山
市
史
近
世
下
』

（
犬
山
市
編
、
1
9
9
9
）
よ
り
引
用
。
近
藤
秀
胤

は
天
保
元（
1
8
3
0
）年
生
。
嘉
永
四（
1
8
5
1
）

年
頃
か
ら
犬
山
焼
製
陶
業
に
携
わ
る
。
明
治
二
十
二

（
1
8
8
9
）
年
死
去
。

※
注
２
：
初
代
奥
村
伝
三
郎
は
享
保
十
五

（
1
7
3
0
）
年
、二
代
源
助
は
延
享
五
（
1
7
4
8
）

年
に
死
去
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
今
井
光
陽
寺
に
は
そ

の
墓
碑
も
残
る
。
ま
た
、
光
陽
寺
に
残
る
嘉
永
年
間

に
記
さ
れ
た
『
日
記
過
去
帳
』
に
も
同
様
の
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
同
寺
住
職
よ
り
ご
教
示
頂

い
た
。

参
考
引
用
文
献

黒
川
真
頼
、
1
8
8
8
、『
増
補
訂
正
工
藝
志
料
』
巻
三
、

有
隣
堂

高
木
如
水
、
1
9
0
0
、『
陶
器
類
集
』、
青
木
嵩
山
堂

田
部
井
鉚
太
郎
、
1
9
1
7
、『
犬
山
陶
器
誌
』、
尾
関
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1
．
イ
ネ
害
虫
の
研
究
史

昆
虫
は
地
球
上
で
最
も
種
群
の
多
い

生
物
群
で
、
世
界
に
約
1
,
0
0
0
万

種
存
在
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り(

森

本
1
9
8
6)

、
そ
の
食
性
お
よ
び
生
息

環
境
は
非
常
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
昆
虫

の
中
に
は
、
イ
ネ
を
加
害
す
る
種
類
が
存

在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
日
本
に
お
け

る
水
田
稲
作
農
耕
の
成
立
と
展
開
を
考
え

る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
古
く

か
ら
昆
虫
考
古
学
の
研
究
対
象
と
し
て
注

目
さ
れ
て
き
た(

日
浦
ほ
か
1
9
8
4)

(

宮
武
1
9
9
4)(

森
1
9
9
0)(

森

1
9
9
6)(

森
1
9
9
9)

。
今
回
、
本

稿
で
は
犬
山
市
五
郎
丸
地
区
で
行
わ
れ
た

害
虫
駆
除
を
願
う
農
村
行
事
で
あ
る
「
虫

送
り
」
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
イ
ネ
の

害
虫
の
今
と
昔
の
様
相
に
つ
い
て
一
考
察

を
行
う
。

2
．
犬
山
市
五
郎
丸
地
区
「
虫

送
り
」
の
記
録

日
本
の
民
族
風
習
で
あ
る
「
虫
送
り
」

が
い
つ
頃
開
始
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は

無
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
北
海
道
を
除

く
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る(
伊
藤
2
0
0
1)

。
現
在
で
は
多
く

の
地
域
で
「
虫
送
り
」
行
事
は
消
滅
し

つ
つ
あ
る
が
、
犬
山
市
内
で
は
、「
虫
送

り
」
を
今
で
も
毎
年
行
っ
て
い
る
地
区
も

多
い
。
N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で

は
、
市
内
文
化
遺
産
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
2
5
年

7
月
7
日
に
、
五
郎
丸
神
明
社(
犬
山

市
五
郎
丸)

で
行
わ
れ
た
「
虫
送
り
」
の

悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。
五
郎
丸
で
行
わ
れ

た
「
虫
送
り
」
行
事
の
取
り
仕
切
り
を
行

う
の
は
地
区
4
町
内
の
氏
子
総
代
で
あ

り
、
行
事
の
参
加
者
は
地
区
の
小
学
生
た

ち
で
あ
る
。五
郎
丸
地
区
で
は
、「
虫
送
り
」

の
こ
と
を
「
ウ
ン
カ
送
り
」
又
は
「
オ
ン

カ
ラ
カ
ミ
」
と
も
呼
称
し
て
お
り
、
疫
病

よ
け
の
祭
事
で
あ
る「
ダ
ン
ダ
ン
モ
ウ
セ
」

と
同
時
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。「
虫

送
り
」
の
怨
霊
は
サ
ネ
モ
リ
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
イ
ネ
を
害
す
る
怨
霊
と

し
て
知
ら
れ
る
平
安
末
期
の
武
将
、
斎
藤

実
盛
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
に
五
郎
丸
地
区
「
虫
送
り
」
の
概

略
を
示
す
。
ま
ず
、
全
員
で
地
区
の
氏
神

で
あ
る
五
郎
丸
神
明
社
で
神
事
を
行
っ
た

後
、
北
回
り
と
南
回
り
の
2
組
に
分
か

れ
て
疫
病
送
り
の
巡
行
を
行
う
（
写
真

1
）。
北
回
り
の
組
が
虫
送
り
と
ダ
ン
ダ

ン
モ
ウ
セ
の
人
形
、
南
回
り
の
組
が
ダ
ン

ダ
ン
モ
ウ
セ
の
人
形
を
持
ち
、
鐘
や
太
鼓

を
鳴
ら
し
な
が
ら
約
1
時
間
か
け
て
五

郎
丸
地
区
の
外
周
を
回
る
（
写
真
2
）。

こ
の
う
ち
「
虫
送
り
」
に
用
い
ら
れ
る
人

形
の
種
類
に
は
「
幣
身
」「『
蝗
除
祭
』
と

書
か
れ
た
旗
」「
サ
ネ
モ
リ
人
形
」「
孔
雀

の
人
形
」
が
存
在
す
る
（
写
真
３
）。
人

N
P
O
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

奥
野
絵
美

邇
波
里
昆
虫
研
究
ノ
ー
ト
そ
の
①

　

犬
山
の
「
虫
送
り
」
か
ら
考
え
る
イ
ネ
害
虫
の
今
昔

形
は
藁
製
で

白
色
の
布
や

紙
で
飾
り
付

け
ら
れ
て
お

り
、
胴
体
が

3
0
c
m
前

後
、
径
が

3
c
m
で
長

さ
2
m
前
後
の
竹
の
先
端
部
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。
2
組
の
行
列
は
集
落

を
巡
っ
た
後
、
五
郎
丸
神
明
社
に
帰
還
。

そ
の
の
ち
、
虫
送
り
の
人
形
は
氏
子
総
代

の
手
に
よ
っ
て
五
郎
丸
神
明
社
の
北
西
、

前
原
地
区
と
の
境
に
あ
る
前
原
水
神
ま
で

写真２　「虫送り」風景 写真１　五郎丸神明社での祭事の様子
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一 般 論 考

運
搬
さ
れ
、
水
神
の
横
に
設
置
さ
れ
た
竹

製
の
台
に
固
定
さ
れ
る
（
写
真
４
）。
こ

の
「
虫
送
り
」
の
人
形
は
前
原
地
区
の
氏

子
総
代
が
引
き
取
り
、前
原
地
区
で
の「
虫

送
り
」
で
使
用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

(

以
上
、
当
日
の
調
査
お
よ
び
参
加
者
か

ら
の
聞
き
取
り
か
ら
報
告)

。

3
．「
サ
ネ
モ
リ
虫
」
に
つ
い
て
の
考
察

こ
こ
で
、「
虫
送
り
」
で
駆
除
の
対
象

と
な
る
「
ム
シ
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

「
虫
送
り
」
に
関
し
て
は
、「
蝗
送
り
」「
蝗

除
祭
」
と
も
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
蝗
」
と

い
う
漢
字
は
現
在
「
い
な
ご
」
と
読
ま
れ

る
こ
と
が
多
く
、
即
今
の
日
本
で
は
主
に

直
翅
目
に
属
す
る
バ
ッ
タ
類
の
昆
虫
を
指

す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

「
蝗
」
と
い
う
漢
字
の
本
来
的
な
意
味
は

イ
ネ
を
食
べ
る
害
虫
の
総
称
で
あ
り
、
か

つ
含
み
と
し
て
は
バ
ッ
タ
類
よ
り
も
、
短

翅
目
の
ウ
ン
カ
や
ヨ
コ
バ
イ
類
の
小
型
の

昆
虫
を
指
す
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る(

小
西
1
9
7
7)

。
ま
た
ウ
ン
カ

類
が
西
日
本
で
「
サ
ネ
モ
リ
虫
」
と
呼
称

さ
れ
る
理
由
は
、
ウ
ン
カ
類
の
姿
が
甲
冑

を
付
け
た
姿
に
見
え
、
そ
れ
が
鎧
兜
を
着

た
斎
藤
実
盛
の
姿
を
連
想
さ
せ
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る(

伊
藤

2
0
0
1)

。
矢
野(

矢
野
2
0
0
2)

の

研
究
で
も
、
日
本
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
イ

ネ
の
害
虫
と
し
て
文
献
に
記
録
さ
れ
て
い

る
昆
虫
の
目
別
種
数
は
、
半
翅
目(

5
0
．

8
％)

、
双
翅
目(

1
0
．
3
％)

、
甲
虫

目(
4
．
8
％)

、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
目(

4
．

0
％)
と
続
き
、
半
翅
目
が
半
数
を
占
め

る
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ン
カ
・
ヨ
コ

バ
イ
類
の
イ
ネ
の
害
虫
と
し
て
の
重
要
性

が
伺
え
る
。
し
か
し
、
半
翅
目
の
昆
虫
の

遺
跡
か
ら
の
出
土
例
に
つ
い
て
見
る
と
、

イ
ネ
ノ
ク
ロ
カ
メ
ム
シ
（Scotinophara 

lurida Burm
eister

）
な
ど
カ
メ
ム
シ
類
の

出
土
報
告
は
多
い
も
の
の
、
ウ
ン
カ
類
・

ヨ
コ
バ
イ
類
に
つ
い
て
は
、
報
告
例
は
極

め
て
少
な
い
。
古
く
は
青
森
県
や
新
潟
県

の
縄
文
～
弥
生
の
遺
跡
で
若
干
の
出
土

例(

日
浦
ほ
か
1
9
8
4)

が
あ
る
ほ
か
、

最
近
の
例
と
し
て
は
朝
日
遺
跡
の
弥
生

時
代
中
期
中
葉
の
環
濠(

0
0
7
S
D-

4

層)

か
ら
、
ウ
ン
カ
類
も
し
く
は
こ
れ
に

類
似
す
る
半
翅
目
の
節
片
が
見
つ
か
っ
て

い
る
が(

奥
野
・
森
2
0
1
0)

、
い
ず

れ
も
少
数
の
報
告
で
あ
る
。
ウ
ン
カ
や
ヨ

コ
バ
イ
類
の
産
出
例
が
少
な
い
の
は
、
外

骨
格
が
甲
虫
類
と
比
較
す
る
と
脆
弱
で
あ

り
、
土
中
に
化
石
（
遺
体
）
と
し
て
残
存

し
に
く
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
今
昔
イ
ネ
の
主
要
な
害
虫

と
み
な
さ
れ
て
き
た
ウ
ン
カ
や
ヨ
コ
バ
イ

類
は
、
水
田
稲
作
農
耕
の
歴
史
を
考
え
る

上
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
多

く
の
遺
跡
で
詳
細
な
昆
虫
考
古
学
的
分
析

を
行
い
、「
サ
ネ
モ
リ
虫
」
の
研
究
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

謝
辞

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
以
下
の
皆
様

に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た(

順
不
同
に
掲
載)

。

犬
山
市
五
郎
丸
地
区
氏
子
総
代
の
皆
様
お
よ
び
関
係

者
の
皆
様
、
犬
山
市
教
育
委
員
会
の
皆
様
、
西
松
賢

一
郎
様(

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館)

、
中
野
耕
司
様
、

ニ
ワ
里
ね
っ
と
の
皆
様

引
用
文
献

伊
藤
清
司
、
2
0
0
1
、『
サ
ネ
モ
リ
起
源
考　

日
中

比
較
民
俗
史
』、
青
土
社
：
東
京
。

奥
野
絵
美
・
森　

勇
一　
「
昆
虫
化
石
か
ら
み

た
朝
日
遺
跡
の
変
遷
」
朝
日
遺
跡
Ⅷ 

総
集
編  

,
p
p
.
1
2
7
‐
1
3
3
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
1
5
4
集
：
愛
知
。

小
西
正
康
、
1
9
7
7
、「
江
戸
時
代
の
薬
学
」『
学

士
会
々
報
』
7
3
9
号
、
学
士
会
：
東
京
。

日
浦　

勇
･
宮
武
頼
夫
･
那
須
孝
悌
、
1
9
8
4
、

｢

昆
虫
遺
体
群
集
に
よ
る
遺
跡
環
境
の
復
元
に
関
す
る

基
礎
的
研
究｣

『
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
』
古

文
化
財
編
集
委
員
会
編
、
同
朋
社
：
東
京
。

宮
武
頼
夫
、1
9
9
4
、「
害
虫
の
う
つ
り
か
わ
り
」『
昆

虫
と
自
然
』
2
9(

8)

、
p
p
1
8-

2
2
、
ニ
ュ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス
社
：
東
京
。

森　

勇
一
、1
9
8
9
、「
昆
虫
考
古
学
の
す
す
め(

1)

農
業
害
虫
の
ル
ー
ツ
」、
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
1
、

p
p
.
1
0
7-

1
1
1
、
愛
知
県
考
古
学
談
話
会
。

森　

勇
一
、1
9
9
6
、「
稲
作
農
耕
と
昆
虫
」、
季
刊

考
古
学
、
第
5
6
号
、
p
p
．
5
6-

6
3
、
雄
山
閣
：

東
京
。

森　

勇
一
、1
9
9
9
、｢

昆
虫
化
石
よ
り
み
た
先
史

～
歴
史
時
代
の
古
環
境
復
元｣

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
』
第
8
1
集
、
p
p
3
1
1-

3
4
2
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
：
千
葉
。

矢
野
宏
二
、2
0
0
2
、『
水
田
の
昆
虫
史
ー
イ
ネ
を

め
ぐ
る
多
様
な
昆
虫
た
ち
』、
東
海
大
学
出
版
会
：
東

京
。

写真３　「虫送り」の人形たち

写真４　前原水神前での人形設置状況
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１
．
は
じ
め
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
「
犬

山
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
愛
称
に
て
、
犬

山
市
文
化
遺
産
活
用
活
性
化
事
業
を
平
成

2
4
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
。
そ
の

中
で
、
調
査
研
究
事
業
と
し
て
文
化
遺
産

の
悉
皆
調
査
を
市
域
全
体
で
行
っ
た
。
こ

の
悉
皆
調
査
で
は
市
内
の
遺
跡
の
分
布
調

査
を
兼
ね
る
よ
う
な
側
面
も
あ
り
、
結
果

と
し
て
新
規
の
遺
跡
を
多
く
確
認
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

特
に
新
知
見
が
多
か
っ
た
入
鹿
池
周
辺

の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
5
年
度

の
歴
史
座
「
入
鹿
の
里
と
屯
倉
」
に
て
速

報
的
に
発
表
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の

う
ち
の
古
墳
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

現
在
、「
愛
知
県
遺
跡
地
図
（
Ⅰ
）
尾

張
地
区
」（
以
下
「
県
遺
跡
図
」
と
す

る
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
入
鹿
池
周
辺
の

古
墳
は
、
十
三
塚
古
墳
群
（
1
3
6
～

1
3
9
）、北
高
根
古
墳
（
1
4
5
滅
失
）、

奥
入
鹿
古
墳
（
1
4
4
）、
篠
平
古
墳

（
1
4
1
滅
失
）、明
治
村
古
墳
（
1
0
3
）

の
8
基
で
あ
り
、
こ
の
他
、
池
に
沈
ん

だ
入
鹿
村
に
あ
っ
た
古
墳
か
ら
出
土
し
た

刀
を
収
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
地
点
も
刀
塚

古
墳
（
1
5
0
）
の
名
で
遺
跡
登
録
さ
れ

て
い
る
（
図
１
）。
発
掘
調
査
さ
れ
た
古

墳
は
、
十
三
塚
3
号
墳
の
１
基
の
み
で

あ
り
、
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
し
、

須
恵
器
、玉
類
、鉄
鏃
が
出
土
し
た
。ま
た
、

現
在
埋
葬
施
設
の
確
認
で
き
る
十
三
塚
１

号
、
明
治
村
古
墳
と
も
に
横
穴
式
石
室
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
古
墳
に
つ
い
て
は
詳

細
不
明
で
あ
る
が
、
悉
皆
調
査
前
の
入
鹿

池
周
辺
の
古
墳
の
印
象
と
し
て
は
「
古
墳

時
代
後
期
の
散
在
し
た
あ
り
方
の
小
古
墳

群
」
で
あ
っ
た
。

現
地
踏
査
は
、
ま
ず
は
「
県
分
布
図
」

に
記
載
さ
れ
た
古
墳
の
有
無
や
位
置
の
確

認
か
ら
始
め
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
へ
踏

査
範
囲
を
広
げ
る
形
で
行
っ
た
。
ま
た
、

1
9
7
3
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
十
三
塚

第
3
号
墳
・
熊
野
第
1
号
墳
」
の
発
掘

調
査
報
告
書
に
掲
載
の
分
布
地
図
（
以
下

「
報
告
書
分
布
図
」）
に
は
、「
県
遺
跡
図
」

と
は
異
な
る
古
墳
情
報
も
あ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
地
点
の
確
認
も
行
い
、
実
際
に
残

る
古
墳
を
整
理
し
て
記
録
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

２
．
各
地
区
の
古
墳

西
山
地
区
（
十
三
塚
古
墳
群
）

「
県
遺
跡
図
」
で
は
、
舌
状
に
延
び
る

丘
陵
の
端
部
に
１
・
２
・
4
号
墳
の
3
基

（
県
1
3
7
～
1
3
9
）、
そ
れ
よ
り
約

6
0
0
ｍ
北
に
離
れ
た
丘
陵
頂
部
に
3

号
墳
（
県
1
3
6
）
が
記
さ
れ
、「
報
告

書
分
布
図
」
に
は
1
号
墳
の
西
に
5
号

墳
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
５
）。
こ

の
う
ち
、
今
回
の
現
地
調
査
で
遺
存
が
確

認
で
き
た
の
は
、
1
号
墳
2
号
墳
の
2

　
　

                                                    

服
部
哲
也　

近
藤
健
一

入
鹿
池
周
辺
の
古
墳
踏
査
成
果
に
つ
い
て

基
の
み
で
あ
り
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
3

号
墳
は
現
地
に
残
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
１
・
2
号
墳

の
位
置
は
「
報
告
書
分
布
図
」
が
正
し
く

「
県
遺
跡
図
」
は
か
な
り
の
ズ
レ
が
あ
る
。

新
規
発
見
古
墳　
　

こ
の
地
区
で
は
、

古
墳
の
可
能
性
あ
る
2
基
を
あ
ら
た
に

確
認
し
た
。
１
基（
図
4

－

1
）は「
十
三

塚
之
碑
」
東
3
0
ｍ
の
丘
陵
裾
部
に
位

置
す
る
。
残
る
墳
丘
は
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
で

あ
る
が
、
そ
の
平
面
規
模
は
約
2
0
ｍ

で
あ
り
、
こ
の
地
区
の
古
墳
と
し
て
は
大

き
い
。
中
央
に
石
室
石
材
に
適
し
た
大
柄

な
石
が
立
っ
て
お
り
、
埋
葬
施
設
は
横
穴

式
石
室
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
石
の

周
辺
は
大
き
く
く
ぼ
ん
で
お
り
、
ほ
と
ん

ど
の
石
材
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
た
。

も
う
1
基
（
図
4

－

2
）
は
、
さ

ら
に
2
0
0
ｍ
ほ
ど
北
北
東
の
丘
陵
西

斜
面
に
位
置
し
、
規
模
は
直
径
1
2
ｍ

前
後
、
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
マ
ウ
ン

ド
以
外
に
古
墳
の
確
証
は
な
い
が
、
可
能

性
を
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
新
規
の
2
基
は
、
1
・
2
号

墳
と
3
号
墳
の
中
間
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
十
三
塚
古
墳
群
が
現
在
知
ら
れ
る
よ

り
も
大
き
な
群
構
成
で
あ
っ
た
可
能
性
を

N
P
O
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員　
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図 1　「愛知県遺跡地図（Ⅰ）尾張地区」

図 2 「十三塚第 3 号墳・熊野第 1 号墳」掲載の分布地図（地点 A 〜 C 加筆）

102　横山遺跡（旧石器）　

135　入鹿池 B 遺跡（旧石器）

134　入鹿池 A 遺跡（弥生）

136 〜 139　十三塚古墳群（古墳）

103　明治村古墳（古墳）

141　篠平古墳（古墳）　

144　奥入鹿古墳（古墳）　

145　北高根古墳（古墳）

143　喜六屋敷遺跡（室町）

133　安大寺古窯（中世）

142　篠平寺院跡（江戸）

150　刀塚（古墳出土品埋納塚）
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高
め
た
と
い
え
よ
う
。

洞
奥
地
区

十
三
塚
古
墳
か
ら
は
谷
を
挟
ん
だ
西
側

の
地
区
で
あ
る
。「
県
遺
跡
図
」
で
は
こ

の
エ
リ
ア
に
古
墳
は
な
い
が
、「
報
告
書

分
布
図
」
に
は
、
丘
陵
先
端
部
に
ド
ッ
ト

が
落
と
さ
れ
て
お
り
、
本
文
中
に
解
説
は

な
い
も
の
の
、
当
時
古
墳
の
可
能
性
を
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
2

－

地
点
Ａ
）。
ま
た
、
さ
ら
に
西
2
0
0

ｍ
ほ
ど
の
地
点
に
て
露
頭
し
た
横
穴
式
石

室
が
あ
っ
た
こ
と
を
飯
尾
恭
之
氏
が
写
真

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
（
図
4
―
3
）。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
2
基
に
つ
い
て
は
、

現
在
古
墳
の
痕
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

新
規
発
見
古
墳
　
こ
の
地
区
で
新
規
発

見
と
な
っ
た
古
墳
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
谷

を
西
に
越
え
た
、
南
西
に
複
雑
に
張
り
出

す
小
尾
根
の
頂
上
に
立
地
す
る
。
周
辺
で

は
最
も
高
い
ピ
ー
ク
（
標
高
1
3
8
ｍ
）

で
あ
り
、
築
造
当
時
は
広
く
入
鹿
盆
地
を

眼
下
に
眺
望
で
き
た
で
あ
ろ
う
絶
好
地
で

あ
る
（
図
4
―
4
）。
狭
い
頂
上
に
位
置

す
る
た
め
、墳
丘
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、

お
お
よ
そ
1
5
～
2
0
ｍ
規
模
の
円
墳

で
あ
ろ
う
。
大
小
1
7
個
の
石
が
露
頭

し
て
お
り
、
そ
の
石
の
組
ま
れ
た
様
子
か

ら
南
に
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施

設
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
（
写

真
１
）。
玄
室
と
羨
道
の
境
で
あ
る
玄
門

地
点
も
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
玄

室
は
長
さ
約
３
ｍ
、
幅
約
1
．
5
ｍ
と

推
定
で
き
る
。
天
井
部
は
消
失
し
て
い
る

が
遺
残
状
況
は
良
い
。
時
期
は
6
世
紀

後
半
か
ら
7
世
紀
前
半
頃
と
推
定
で
き

よ
う
。
ま
た
、
現
状
で
は
単
独
墳
の
様
相

で
あ
る
が
、本
当
に
群
を
な
さ
な
い
の
か
、

周
辺
の
踏
査
を
継
続
し
確
認
し
た
い
。

落
洞
地
区

「
報
告
書
分
布
図
」
に
は
、
今
井
か
ら

入
鹿
池
に
流
れ
込
む
成
沢
川
左
岸
の
落
洞

地
区
に
も
、
ド
ッ
ト
が
落
ち
て
い
た
（
図

2
―
地
点
Ｂ
）。
報
告
書
本
文
中
に
説
明

は
な
い
も
の
の
、
古
墳
の
可
能
性
を
考
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
頼
り

に
現
地
に
行
け
ば
、
果
た
し
て
マ
ウ
ン
ド

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
標
高
は
約

1
4
0
ｍ
で
あ
り
、
奥
入
鹿
か
ら
今
井

地
区
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
好
地
で

あ
る
。
直
径
2
0
ｍ
ほ
ど
、
高
さ
も
2

ｍ
は
あ
る
。

新
規
発
見
古
墳　

こ
の
「
報
告
書
分
布

図
」
ド
ッ
ト
地
点
よ
り
、
3
0
ｍ
ほ
ど

東
の
地
点
に
て
さ
ら
に
も
う
１
基
、
同
様

の
マ
ウ
ン
ド
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

（
図
4
―
5
）。
こ
ち
ら
も
直
径
が
1
5

ｍ
は
あ
り
、
高
さ
も
2
ｍ
ほ
ど
と
し
っ

か
り
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
2
基
は
、
横
穴
式

石
室
墳
で
あ
れ
ば
地
表
に
現
れ
て
い
る
場

合
の
多
い
石
材
の
露
出
や
、
盗
掘
痕
や
石

材
抜
き
取
り
痕
な
ど
の
埋
葬
施
設
部
分
の

落
ち
込
み
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら

に
葺
石
・
埴
輪
な
ど
の
外
部
施
設
、
ま
た
、

副
葬
品
に
か
か
わ
る
よ
う
な
遺
物
も
確
認

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
古
墳
と
認
定
す
る

証
拠
は
弱
い
。
こ
こ
で
は
可
能
性
を
指
摘

す
る
に
と
ど
め
、
今
後
の
調
査
を
待
ち
た

い
。入

鹿
地
区

十
三
塚
古
墳
か
ら
五
条
川
対
岸
の
北
高

根
地
区
に
は
北
高
根
古
墳(

県
1
4
5)

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
報
告
書
分
布
図
」

に
は
南
西
側
に
も
う
1
基
（
図
2
―
地

点
Ｃ
）
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、

ど
ち
ら
も
現
在
は
滅
失
で
あ
り
確
認
で
き

な
い
。
ま
た
現
在
の
郷
中
新
橋
た
も
と

に
は
奥
入
鹿
古
墳
（
＝
郷
中
古
墳
、
県

1
4
4)

が
知
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
直
径

1
0
ｍ
に
も
満
た
な
い
小
盛
土
が
確
認

で
き
る
が
、
古
墳
と
し
て
の
内
容
は
不
明

で
あ
る
。

篠
平
地
区

入
鹿
池
に
突
き
出
た
通
称
天
道
山
の
南

に
は
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
消
失
し
て
い
る

が
、
篠
平
古
墳
（
県
1
4
1
）
が
知
ら

れ
る
。
入
鹿
の
里
M
U
S
I
C
A
の
石

垣
が
古
墳
石
室
の
一
部
と
も
伝
え
ら
れ
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

新
規
発
見
古
墳　

こ
の
篠
平
古
墳
よ
り

南
東
約
2
0
0
ｍ
の
地
点
に
て
横
穴
式

石
室
を
埋
葬
施
設
と
し
た
古
墳
を
新
た
に

発
見
し
た
（
図
4
―
6
）。
篠
平
古
墳
と

同
じ
北
西
に
延
び
る
尾
根
上
の
立
地
で
あ

り
、
篠
平
古
墳
の
高
位
に
位
置
す
る
こ
と

写真 1　洞奥地区の新規発見古墳
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と
な
る
。
直
径
1
5
ｍ
ほ
ど
の
円
墳
で
、

墳
丘
も
高
さ
２
ｍ
以
上
を
保
つ
。
横
穴
式

石
室
は
天
井
石
の
一
部
が
抜
き
取
ら
れ
、

石
室
内
を
覗
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
流
入

土
に
よ
り
大
半
は
埋
も
れ
て
い
る
（
写
真

２
）。
羨
道
部
か
ら
前
庭
部
に
か
け
て
も
、

石
組
を
追
う
こ
と
が
で
き
、
石
室
の
遺
存

度
は
と
て
も
良
い
。
ま
た
古
墳
裾
部
に
は

人
頭
大
ほ
ど
の
石
材
も
散
布
し
て
お
り
、

外
護
列
石
等
の
石
積
み
が
残
っ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。
時
期
は
6
世
紀
後
半
か

ら
7
世
紀
前
半
頃
と
推
定
で
き
よ
う
。

明
治
村
地
区

園
内
の
幸
田
露
伴
宅
裏
手
に
、
明
治

村
古
墳
（
県
1
0
3
）
が
残
っ
て
い
る
。

直
径
1
0
ｍ
高
さ
2
ｍ
ほ
ど
の
円
墳

で
、
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
し
南
西

に
開
口
し
て
い
る
。
明
治
村
周
辺
に
は
、

4
～
５
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
が
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
１

基
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回
は
園
内

の
踏
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
一
度
は
園
内

を
く
ま
な
く
踏
査
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

根
比
敷
取
茸
片
平
地
区

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
新
規
発
見
古
墳
は

「
県
遺
跡
図
」
お
よ
び
「
報
告
書
分
布
図
」

を
基
本
に
し
て
そ
の
周
辺
に
踏
査
を
広
げ

た
こ
と
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
根
比
敷
取
茸
片
平
地
区
の
古
墳
発
見

に
つ
い
て
は
趣
が
異
な
る
。
悉
皆
調
査
の

過
程
で
昭
和
2
6
年
4
月
発
行
の
「
羽

黒
村
全
図
」
に
「
古
墳
」
の
記
号
を
見
つ

け
、
そ
の
確
認
に
現
地
入
り
し
た
こ
と
が

発
見
の
契
機
で
あ
っ
た
（
図
3
）。

根
比
敷
取
茸
片
平
地
区
は
、
明
治
村
と

犬
山
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
に
挟
ま
れ
た
地

区
で
、
現
在
は
雑
木
林
と
な
っ
て
い
る
。

地
形
的
に
は
入
鹿
池
に
流
れ
込
む
成
沢
川

右
岸
の
丘
陵
地
で
あ
る
。「
羽
黒
全
図
」

で
は
南
東
に
張
り
出
す
枝
尾
根
上
に
7

基
の
古
墳
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま

で
全
く
古
墳
の
知
ら
れ
て
い
な
い
地
区
で

あ
っ
た
だ
け
に
、
半
信
半
疑
で
現
地
に
赴

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
の
1
基
が

位
置
的
に
も
一
致
し
、
さ
ら
に
連
続
し

て
2
基
、
少
し
下
が
っ
た
尾
根
上
に
こ

れ
も
連
続
し
て
3
基
、
谷
を
一
つ
越
え

た
別
の
枝
尾
根
上
に
1
基
の
計
7
か
所

で
古
墳
ら
し
き
マ
ウ
ン
ド
を
確
認
す
る
こ

と
と
な
っ
た
（
図
4
―
7

～
8
）。
こ
れ
ら
の
7
基

は
、
す
べ
て
よ
く
似
た
特
徴

を
持
つ
。
規
模
は
直
径
も
し

く
は
一
辺
（
墳
形
は
円
墳
・

方
墳
判
断
で
き
な
い
）
が

1
5
～
2
0
ｍ
で
、
墳
丘

は
高
さ
１
～
2
ｍ
ま
で
と

低
い
。
盗
掘
孔
も
し
く
は
埋

葬
施
設
の
陥
没
に
よ
る
落

ち
込
み
が
中
央
付
近
に
み

ら
れ
る
。
そ
の
落
ち
込
み
は

中
央
に
限
ら
れ
、
羨
道
部
は

不
明
瞭
。
石
材
が
わ
ず
か
に

散
在
す
る
も
の
の
総
じ
て

小
さ
く
、
鏡
石
や
天
井
石
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
な
大
柄

な
石
材
は
認
め
ら
れ
な
い
、

な
ど
で
あ
る
。
残
念
な
が

ら
、
埴
輪
や
副
葬
品
に
か
か
わ
る
よ
う
な

遺
物
は
確
認
で
き
て
は
い
な
い
の
で
確
証

的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
先
に
み
た
墳

丘
の
特
徴
か
ら
、
竪
穴
系
の
石
室
か
初
期

の
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
、
5

世
紀
後
半
～
6
世
紀
前
半
頃
の
群
集
墳

を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

写真 2　篠平地区の新規発見古墳

図 3　「羽黒村全図」（部分に加筆）

஍఺Ͱ͸͋Δ͕ɺ߸ه෿ݹ
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３
．
お
わ
り
に

今
回
の
踏
査
で
は
、
1
2
か
所
に
て

新
た
な
古
墳
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。「
県

遺
跡
地
図
」
に
記
載
の
あ
る
8
基
と
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
が
「
県
遺
跡
地

図
」
に
は
記
載
の
な
い
5
基
を
加
え
れ

ば
、
入
鹿
池
周
辺
で
実
に
2
5
基
の
古

墳
が
入
鹿
盆
地
を
囲
ん
で
い
た
こ
と
と
な

る
。そ

の
う
ち
、
洞
奥
・
篠
平
地
区
の
2

基
は
明
ら
か
な
後
期
の
横
穴
式
石
室
墳
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
自
体
が
大
層
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
今

一
度
、
市
域
全
体
を
隈
な
く
歩
く
必
要
性

を
強
く
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

1
2
か
所
の
う
ち
、
最
も
注
目
さ
れ

る
の
は
、
根
比
敷
取
茸
片
平
の
7
基
と

落
洞
の
2
基
で
あ
る
。
他
は
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
た
、
後
期
の
横
穴
式
石
室
墳

の
類
例
を
増
や
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ

ば
想
定
さ
れ
た
古
墳
で
あ
っ
た
が
、
根
比

敷
取
茸
片
平
の
7
基
と
落
洞
の
2
基
は
、

そ
の
形
状
や
群
構
成
が
ほ
か
と
は
明
ら
か

に
違
う
。
残
念
な
が
ら
こ
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
9
基
が
、
古
墳
と
し
て
の
確
た
る

証
拠
は
な
く
、
可
能
性
の
域
を
出
な
い
の

も
事
実
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り
詳
し
い
測

量
調
査
や
、
試
掘
的
な
発
掘
調
査
、
そ
し

て
本
格
的
な
発
掘
調
査
へ
と
進
む
こ
と
を

強
く
望
み
た
い
。

入
鹿
池
周
辺
の
遺
跡
は
古
墳
の
み
な
ら

ず
、
県
内
で
も
珍
し
い
旧
石
器
が
広
範
囲

で
採
取
さ
れ
て
い
る
地
で
あ
り
、
縄
文
・

弥
生
時
代
に
つ
い
て
も
踏
査
の
過
程
で
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
入
鹿
屯

倉
の
有
力
な
推
定
地
で
あ
る
こ
と
に
も
変

わ
り
な
く
、
こ
の
地
域
の
歴
史
を
読
み
解

く
「
鍵
」
と
な
る
地
で
あ
る
。
今
回
の
成

果
は
ま
だ
中
間
報
告
に
過
ぎ
な
い
。
今
後

も
当
法
人
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。
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平
成
2
6
年
1
月
よ
り
、
名
古
屋
市

か
ら
の
派
遣
で
岩
手
県
宮
古
市
に
て
震
災

復
興
支
援
の
発
掘
調
査
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。「
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
震
災
復
興
支

援
の
仕
事
な
の
？
」
と
、
い
ぶ
か
し
く
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。ま
ず
は
、

私
が
な
ぜ
被
災
地
に
来
て
い
る
の
か
を
お

話
し
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
大
き
な
特
徴

が
、
甚
大
な
る
津
波
被
害
で
あ
る
こ
と
は

あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
は
沿
岸
地
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
遺

跡
は
被
災
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
図
１
は
私

が
現
在
参
加
し
て
い
る
「
津
軽
石
大
森
遺

跡
」
周
辺
の
遺
跡
と
津
波
浸
水
域
を
重
ね

た
図
で
す
が
、
津
波
が
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡

の
手
前
で
止
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
古
（
い
に
し

え
）
の
人
々
は
津
波
の
来
な
い
安
心
安
全

の
土
地
に
住
ま
い
を
構
え
、
そ
の
安
心
安

全
を
巨
大
防
潮
堤
に
求
め
た
現
代
人
は
再

び
津
波
に
襲
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

あ
ま
り
に
も
大
き
な
代
価
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
よ
う
や
く
多
く
の
自
治
体
が

高
台
移
転
の
決
断
を
し
ま
し
た
。
古
代
人

の
知
恵
に
現
代
人
も
習
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
今
度
は
高
台

に
あ
っ
た
多
く
の
遺
跡
が
壊
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
結
局
、
遺
跡
も
今
回
の

津
波
に
よ
り
間
接
的
に
「
被
災
」
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

被
災
地
自
治
体
の
発
掘
調
査
件
数
は
一

気
に
膨
れ
上
が
り
、
憂
い
た
文
化
庁
は
全

国
の
自
治
体
へ
調
査
員
の
派
遣
を
要
請
し

ま
し
た
。
名
古
屋
市
も
そ
れ
に
応
ず
る
か

た
ち
で
職
員
派
遣
を
決
定
し
、
そ
の
後
の

調
整
で
派
遣
先
は
岩
手
県
宮
古
市
と
な
り

ま
し
た
。

岩
手
県
は
北
海
道
に
次
ぐ
全
国
2
番

目
の
広
さ
な
の
で
す
が
、
そ
の
広
い
岩

手
県
は
、
北
上
川
沿
い
の
内
陸
部
と
三

陸
海
岸
沿
い
の
沿
岸
部
に
大
き
く
分
け

　
　                                                    

服
部
哲
也

た
だ
今
、
派
遣
中
！

　
　
ー
東
日
本
大
震
災
復
興
関
連
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
て
ー

ら
れ
ま
す
。
宮
古
市
は
沿
岸

部
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
り
、

市
の
中
心
へ
は
県
庁
所
在
地

の
盛
岡
か
ら
急
行
バ
ス
か
Ｊ

Ｒ
列
車
（
1
日
4
本
。
と

て
も
の
ん
び
り
感
が
あ
り
ま

す
）
で
、
ど
ち
ら
も
2
時
間

と
チ
ョ
イ
か
か
り
ま
す
。
人

口
5
万
６
千
人
。
三
陸
復
興

国
立
公
園
や
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
な
ど
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
が
、
町
村
合
併
が

進
ん
だ
現
在
は
、
北
上
山
地

や
早
池
峰
国
定
公
園
な
ど
の

山
々
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な

り
、
山
あ
り
川
あ
り
海
あ
り

の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

市
で
す
。

宮
古
市
の
震
災
被
害
は
、
全
壊
家
屋

約
9
0
0
0
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は

5
1
7
名
と
甚
大
で
、
現
在
も
仮
設
に

暮
ら
す
人
は
3
0
0
0
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
特
に
田
老
地
区
で
は
、
昭
和
の
大

津
波
後
に
建
設
し
た
巨
大
な
防
潮
堤
（
万

里
の
長
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
）
に
囲
ま

れ
て
い
た
こ
と
で
、
防
潮
堤
へ
の
過
信
が

人
的
被
害
を
大
き
く
し
た
こ
と
は
否
め
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
田
老
地
区
で
は
震
災

遺
構
と
し
て
田
老
観
光
ホ
テ
ル
が
保
存
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
楽
々
と
越
え
ら
れ
た

防
潮
堤
で
は
震
災
学
習
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

宮
古
市
の
復
興
ま
で
の
全
体
計
画
は

3
段
階
9
年
の
予
定
で
、
第
１
期
基
盤

復
興
＝
住
民
合
意
・
計
画
策
定
・
用
地
取

得
な
ど
（
平
成
2
3
～
2
5
年
）。
第

２
期
本
格
復
興
＝
造
成
工
事
・
順
次
建
設

（
平
成
2
6
～
2
8
年
）。
第
3
期
発

展
＝
震
災
以
前
よ
り
も
活
気
の
あ
る
街
づ

コラム

図 1　津軽石大森遺跡周辺図（青…遺跡範囲、ピンク…津波浸水域）
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く
り
（
平
成
2
9
～
3
1
年
）
で
す
。

い
わ
ゆ
る
、
高
台
へ
の
集
団
移
転
は
第
２

期
の
平
成
2
8
年
度
ま
で
に
終
え
る
計

画
に
あ
り
ま
す
。

宮
古
市
教
育
委
員
会
文
化
課
で
は
「
遺

跡
の
調
査
を
復
興
遅
れ
の
原
因
と
は
言
わ

せ
な
い
！
」
を
合
言
葉
に
、
素
早
い
対
応

が
と
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
遺
跡
地
へ
の

高
台
移
転
を
極
力
避
け
る
調
整
に
力
が
そ

そ
が
れ
、
遺
跡
へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な

い
場
合
も
、
被
災
地
で
は
最
も
早
い
被
災

3
か
月
後
に
は
復
興
関
連
の
発
掘
調
査

を
実
施
し
、
さ
ら
に
派
遣
を
含
め
た
多
く

の
職
員
を
集
中
的
に
投
入
す
る
な
ど
の
対

策
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
、
高
台
移
転

に
関
連
す
る
発
掘
調
査
は
、
震
災
３
年
後

の
平
成
2
5
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
さ

せ
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
も
参
加
し
て
い
る
津
軽
石
大

森
遺
跡
の
調
査
は
「
津
波
復
興
拠
点
整
備

事
業
」
と
し
て
、
被
災
し
た
公
民
館
・
保

育
園
・
消
防
団
詰
所
の
移
転
に
伴
う
も
の

で
す
。
縄
文
時
代
前
期
と
古
代
を
中
心
と

し
た
集
落
遺
跡
で
、
宮
古
市
の
職
員
１
人

と
派
遣
職
員
３
人
の
体
制
で
す
。
調
査
の

方
法
や
手
順
、
そ
し
て
道
具
に
至
る
ま

で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
は
異
な
る
こ
と

も
多
く
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
宮
古
市

職
員
の
補
佐
に
徹
し
、
少
し
で
も
助
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
写
真
１
は
そ

の
調
査
風
景
で
す
。
調
査
地
の
下
に
写
っ

て
い
る
家
は
す
べ
て
津
波
で
被
災
し
て
い

ま
す
。
逆
に
津
波
が
到
達
し
な
か
っ
た
ぎ

り
ぎ
り
の
際
か
ら
縄
文
や
古
代
の
竪
穴
建

物
が
出
土
し
た
時
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
発
掘
調
査
で
明
ら
か
と

な
っ
た
先
人
の
知
恵
は
是
非
次
世
代
へ
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
と
阪
神

淡
路
大
震
災
を
復
興
の
点
で
比
べ
て
大
き

く
異
な
る
の
は
、
被
災
地
が
「
災
害
危
険

区
域
」
と
な
っ
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
高
台

移
転
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

被
災
し
た
街
を
、
そ
の
場
所
で
元
の
か
た

ち
に
復
さ
な
い
こ
と
は
、
復
興
の
進
み
具

合
を
非
常
に
わ
か
り
づ
ら
く
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
は
震
災
か
ら
3
年
が
た
ち
、

遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
人
々
の
記
憶
か
ら
は

「
忘
れ
る
」
こ
と
も
進
ん
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
こ
ち
ら

に
来
て
実
感
と
し
て
強
く
思
う
こ
と
は
、

復
興
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
現
状
を
伝
え
る
こ

と
も
任
務
の
一
つ
と
理
解
し
、
残
り
の
任

期
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真１　津軽石大森遺跡調査風景
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ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ  ͱελϯϓ͕ԡͤ·͢ɻελϯϓ͕ͨ·Δͱه೦඼͕໯͑·͢ɻ
 ̎ɽ֤छΠϕϯτҊ಺ͷૹ෇ɿձใʮ͞ͱͷͩق࢛ΑΓʯΛ೥ 6 ճ͓ಧ͚͠·͢ɻ
 ̏ɽχϫཬͶͬͱΠϕϯτʹձһྉۚͰࢀՃɿόεπΞʔ౳ΠϕϯτʹձһྉۚͰࢀՃ͍͚ͨͩ·͢ɻ

˙ ೖ ձ ਃ ࠐ ͷ ྲྀ Ε
ձһؒظɿ4 ݄͔Βཌ೥ 3 ݄·ͰͷҰ೥ؒ
ํ๏̍ɿ੨௩ݹ෿ΨΠμϯεࢪઃͷ૭ޱͰड෇
ɹ૭ޱͰਃࠐॻΛड͚औͬͯ௖͖هೖͷ্ɺ೥ձඅΛఴ͓͑ͯਃ͠ࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ
ํ๏̎ɿ͓ৼࠐΈ
ɹԼه༣ศৼସ͍͠ئ͓ͯʹ࠲ޱ·͢ɻ௨৴ཝʹʮਖ਼ձһ೥ձඅʯຢ͸ʮࢍॿձһ೥ձඅʯͱ͝هೖ͘
͍ͩ͞ɻˎ৽ձһ༷͸ʮ৽نਖ਼ձһඅʯ΋͘͠͸ʮ৽ࢍنॿձһඅʯͱ໌هͷ͏͑ɺॅॴɾ໊ࢯ౳Λඞ
ɺ͝ॅॴʹʮձһূʯ౳Λૹ෇͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻޙೝ֬ࠐৼ࠲ޱɻ͢·͍͍ͨ͠ئೖ͓هͣ͝

෇ۚ౳ͷड෇د ˙ 
ɹԼهͷ༣ศৼସ࠲ޱʹͯʮد෇ۚʯΛਵ࣌ड͚෇͚͓ͯΓ·͢ɻχϫཬͶͬͱͷ׆ಈͷԠԉɺΑΖ͠
ɻ͢·͍͍ͨ͠ئ͓͘

˙ ༣ศৼସ࠲ޱ
൪߸ɹ00850�9�198552࠲ޱ
ωοτϫʔΫ࢈୅᫭೾ͷཬɾจԽҨݹಈ๏ਓ׆ʣɹಛఆඇӦརࣈ׽শʢ໊࠲ޱ
শʢΧφʣτΫώʣίμΠχϫϊατ ϒϯΧΠαϯωοτϫʔΫ໊࠲ޱ

̝̎̑೥౓ɹχϫཬͶͬͱ׆ಈه࿥ɹɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽ̍

จԽҨ࢈γϯΫλϯΫͱͯ͠ͷʮNPOʯɹ੺௩࣍࿠ɹɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽ12

ɹਅɹɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽ14ࢁɹԣث๺԰ෑҨ੻ग़౔ͷੴࢢࢁݘ

ɹɽɽɽ20࢘ߞɾத໺ܙ಺༰ʕɹ੨໦ मɾେ௩༑࢈Ҫম ʕ੒ཱͱͦͷੜࠓ

ੲɹԞ໺ֆඒɹɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽ34ࠓ஬ͷ֐ΔΠω͑ߟͷʮ஬ૹΓʯ͔Βࢁݘ

ೖࣛ஑पลͷݹ෿౿ࠪ੒Ռʹ͍ͭͯɹ෰෦఩໵ɾۙ౻݈Ұɽɽɽɽɽɽɽɽɽɽ36

ίϥϜɹͨͩࠓɺ೿ݣதʂʵ౦೔ຊେ਒ࡂ෮ؔڵ࿈ͷൃ۷ௐࠪʹࢀՃͯ͠ʵɽɽɽɽɽɽɽɽɽ̐̍
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ෰෦఩໵

໨࣍
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ཁʰ᫭೾لڀݚ ɹɦ2014 ૑ץ߸
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